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ご 挨 拶 

 

                NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 

                         理事長 真栄田 篤彦 

 

謹啓、日頃より当会活動へのご理解とご

支援・ご協力に対し感謝申し上げます。 

当会は、こどもたちが安心して十分な医

療を受けられるよう、病児やその家族の支

援を目的に設立して今年８年目を迎えま

した。設立当初から病院ボランティアの養

成とこども医療センターでのボランティ

ア活動の支援、さらには遠隔地病児家族等

への滞在施設ファミリーハウス「がじゅま

るの家」の受託運営事業を通して支援活動

を展開して参りました。 

昨年は東日本大震災の大惨事がおこり、

復旧・復興にあたり、あらためて人と人と

の「絆」の大切さが再認識されました。当

会の活動もまさしく「絆」を求めて、多く

の方々にご理解・ご協力をお願いしてきた

次第であります。スタッフ一同、医療支援

の在り方を常に念頭において活動してき

まして、つくづく「絆」の必要性を再認識

しております。 

 

 

 今年度は新しい取り組みとして、「がじ

ゅまるの家」を利用する病児のきょうだい

児の預かり保育を始めました。この預かり

保育は、NPO 法人を支援する公益財団法人

みらいファンド沖縄をとおして、活動の主

旨に賛同いただいた方からの寄付により

実施されています。病児のきょうだいは、

がじゅまるの家で保育士が預かってくれ

ますので、親御さんは安心して病院に行き、

病児の看病にあたることができて、助かる

と言われています。 

 当会では、会活動の周知と支援の輪がさ

らに広がって欲しいと願い、併せて資金造

成に努めたく、9 月末日、著名なヴァイオ

リニスト奥村愛さんと地元演奏家のご協

力をえて、カノンの会様の企画・制作によ

るチャリティコンサートを開催しました。

多く方々のご支援ご協力を頂き成功裡に

終わりました。衷心より感謝申し上げます。 

 今後も小児医療支援のために活動を継

続して参りますので、重ねてご支援・ご協

力の程お願い申し上げます。 

 



〔特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会〕　

平成２４年 ９ 月３０日 現在　

代　表　者　名 団　　　　体　　　　名

オヤカワ   タケシ

1 親　川　武　司

ウエズ　  ユキオ

2 上江洲　幸　雄

マエシロ   モリノブ

3 真栄城　守　信

シンザト　 ヨシヒロ

4 新　里　吉　弘

ニシオカ　 シノブ

5 西　岡　しのぶ

カカズ　　 キヨミ

6 嘉  数　清  美

シロマ     ヨネコ

7 城　間　米　子

アラガキ   カズエ

8 新　垣　和　江

カタクラ   マサンド

9 片　倉　政　人

シンザト　  ケン

10 新　里　 健

タカラ     ヨシヒロ

11 高　良　吉　広

カワカミ   ユミコ

12 川　上　由美子

ヤ  ギ     マモル

13 八　木　 守

オオシロ　　シノブ

14 大 城　 しのぶ

カワ ミツ　キヨ ミ

15 川　満　清　美

沖縄ＬＤ児・者 親の会「はばたき」

公益財団法人 がんの子どもを守る会 沖縄支部「のぞみ財団」

沖縄県重症心身障害児（者）を守る会 

沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」

沖縄小児発達センター 父母の会

梅っこクラブ（排尿・排便に問題を抱える子どもと親の会）

骨形成不全友の会

バクバクの会 (人工呼吸器をつけた子の親の会)

沖縄訪問教育 親の会

一般社団法人 全国心臓病の子どもを守る会 沖縄県支部

財団法人 日本ダウン症協会 沖縄県支部

沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

NPO法人こども医療支援 わらびの会　構成団体

沖縄県肢体不自由児者 父母の会連合会

沖縄自閉症児者親の会 「まいわーるど」

社団法人 日本てんかん協会 沖縄県支部「波の会」



団　　体　　名 連　　絡　　先 会 員 数

1  一般社団法人 全国心臓病の子どもを 〒903-0804 沖縄県那覇市首里石嶺町4-373-1

守る会 沖縄県支部　 沖縄県総合福祉センター 西棟323号　

支部長：親川  武司 毎週 水・土／療育相談

電話＆FAX 098-887-1410（水・土　午後）

E-mail：mamorukai@ii-okinawa.ne.jp
http//www.mamorukai.info

2  財団法人 日本ダウン症協会 〒901-0514 沖縄県八重瀬町字安里63番地 １２月：クリスマス会

（JDS）　沖縄県支部　　 支部長：上江洲 幸雄

電話＆FAX 098-996-0068（自宅）

E-mail：yukio-4416@woody.ocn.ne.jp
3  沖縄県聴覚障害児を 〒901-0501

 持つ親の会　　　　 沖縄県八重瀬町長毛82-4

会 長：真栄城 守信

電話＆FAX 098-998-9980（自宅）

4  沖縄県肢体不自由児者 〒900-0023 沖縄県那覇市楚辺2-24-24

 父母の会連合会　　 ケイズコート２０３

電話＆FAX 098-836-2352
（月・水・金　10:00 ～ 16:00）　　

E-mail:info@okishiren.org

会 長：新里 吉弘／事務局：宮城 稲子

5  沖縄自閉症児者親の会 〒903-0804　沖縄県那覇市首里石嶺町4-373-1

 「まいわーるど」 沖縄県総合福祉センター内 小規模団体室

 (沖縄県自閉症協会)　　 電話：098-995-7860〔事務局　仲田〕

E-mail：autism.okinawa@tea.ocn.ne.jp
http://www1.ocn.ne.jp/~autism/

6  公益財団法人 がんの子どもを守る会 〒904-0105 沖縄県北谷町吉原757-12

 「のぞみ財団」沖縄支部 代表幹事　片倉 政人、　副幹事　小原美和

電話：090-9782-6062（携帯）

E-mail：masando2008@gmail.com
http://www.ccaj-found.or.jp/

7  沖縄訪問教育 親の会 〒901-2121 沖縄県浦添市内間5-8-22

会 長：城間 米子

不定期／交流会

関係各所への要請・請願活動

年間の主な活動

7～8月：サマー療育キャンプ

 12 月：クリスマス会

毎月／会誌発行

NPO法人 こども医療支援 わらびの会　構成団体紹介

７ 月：ほがらかキャンプ

随 時／会員への情報提供

 11月：シーカヤック体験(奥武山島)

  3月：全国代表者会議(派遣事業)

11 月：ハイキング・バーベキュー会

2～3月：秋季講演会(県外講師)

 8 月：全国ろう学生の集い(派遣事業)

 11月：嘉手納スペシャルオリンピックス

10 月：医療講演会・相談会

約９８名

約130家族

180名

随 時／講演会・勉強会・本人活動

年３回 会誌発行

６ 月：交流会

 7 月：夏季親子宿泊研修会(2泊3日キャンプ)

毎 月／定例会、本人会活動

150名

約４８名

７ 月：さわやかレクレーション

10 月：療育キャンプ

11 月：指導者研修会

毎 月／定例会・会報発行・ゆんたく会・SST

２１名

12 月：忘年会



団　　体　　名 連　　絡　　先 会 員 数 年間の主な活動

NPO法人 こども医療支援 わらびの会　構成団体紹介

電話：090-9782-1608



団　　体　　名 連　　絡　　先 会 員 数 年間の主な活動

NPO法人 こども医療支援 わらびの会　構成団体紹介

8  社団法人 日本てんかん協会 〒901-1117 沖縄県南風原町津嘉山1098-1

 　　　沖縄支部　 ｢波の会｣ 代 表：嘉数 清美

電話：090-1943-3405
電話：098-889-2092（自宅）

9  沖縄LD児・者 親の会 代 表：新垣　和江

 「はばたき」 電話：090-1946-0635
E-mail：arakakimama@yahoo.co.jp

10  沖縄県重症心身障害児(者)を 〒901-2126 沖縄県浦添市宮城 2-32-8

 守る会　　  〔さくら荘 102・大田英子様方〕

会 長：新里　健／事務局：親富祖 久子

電話：098-879-9823
11  てぃんさぐの会 〒900-0003 沖縄県那覇市安謝215-1

 (沖縄小児在宅医療基金)　　　 安謝小児クリニック内　　

電話：098-869-0600
会 長：高良 吉広 ／事務局長：宮城 雅也

http://w1.nirai.ne.jp/tynsag/

12  梅っこクラブ 代 表：川上 由美子 １２月：クリスマス会

 (排尿・排便に問題を抱える 電話：090-9478-3665
 子どもと親の会)　

13  バクバクの会　沖縄支部 〒901-1303 沖縄県与那原町与那原494 年４～６回／会報誌発行（本部にて）

(人工呼吸器をつけた子の親の会)　　 ルピナス ４０１ 不定期／勉強会・ゆんたく会・イベント

幹 事：大城 しのぶ

電話：090-9496-3164
E-mail：shinosan0701@yahoo.co.jp
http://bakubaku.org/

14  沖縄小児発達センター 〒904-2173 沖縄県沖縄市比屋根5丁目2番17号

 父母の会　　 沖縄小児発達センター内　

電話：098-933-8522（通所）/932-6077（入所）

会 長：川満　清美（通所部）090-8293-1302

不定期／おしゃべりランチ会

15  骨形成不全友の会 代 表：八木　守

電話：098-933-8747

６ 月：特別講演会

12 月：クリスマス会

11 月：茶話会

５ 月：ボランティア養成講座開催　

随 時／相談受付・情報交換

毎 月／定例会・ペアレント トレーニング

毎月２回／ソーシャル スキルズ トレーニング

６ 月：環境整備

８ 月：サマーキャンプ

5月・2月：全国支部長会(東京)

10 月：九州・沖縄ブロック大会（持ち回り開催）

11 月：秋のピクニック

不定期／勉強会

12 月：クリスマス会

３ 月：お別れ会 食事会

５ 月：お茶会

11 月：県 守る会 会報発行

８ 月：サマー レクレーション

５ 月：活動者会議（東京）

約20家族

利用者数
３０名

６０名

２０家族

約160名

約100名

６ 月：全国大会



 
 
 
 
 
 
 
 

 

新しい取り組み  
 

☆ 遠隔地病児きょうだいの 

「がじゅまるの家」における預かり保育 







平成 24 年度より ファミリーハウス「がじゅまるの家」において 

遠隔地病児のきょうだい預かり保育をはじめました 

 

NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 

事務局長 儀間 小夜子 

 

ファミリーハウス「がじゅまるの家」（以

下ハウス）は、離島や遠方から県立南部医

療センター・こども医療センターなどに治

療や入院をする病児とその家族が滞在（宿

泊）しています。 

２００８年開所以来これまでに延べ約

１９,５００人の方に利用いただき、その

うち病児が３,０００人います（2012 年 9

月現在）。 

ハウスには、病児のきょうだいも一緒に

来ることがあります。それは、きょうだい

を預かってくれる祖父母や親せきがいな

いためです。また、早産や胎児に異常があ

った時などは、長期入院となり自宅にきょ

うだいをおいて来ます。出産後も母親は病

児に付き添うためハウスに長期滞在し通

院となります。この様な時、母親は病児の

看病と共に、一緒に来たきょうだい児のこ

とや自宅においてきた、きょうだい児のこ

とを考えると心配で精神的にまいってし

まいます。母親が安心して病児の看病にあ

たり、きょうだい児も安心してハウスで過

ごしてもらえるよう保育士による預かり

保育を今年度よりはじめました。 

これまでに８月（５カ月児）１回、９月

（４歳児）２回の計３回それぞれ３時間ず

つ実施しました。その間に母親は安心して

病児の看病にあたることができ、きょうだ

い児も保育士と楽しく過ごし、親子の精神

的な安定が得られたと思います。しかし保

育士の確保、預かり時間、予算面等の課題

はありますが、これからも継続していけた

らと願っています。 

この預かり保育事業は、公益財団法人み

らいファンド沖縄の寄付と助成のプログ

ラム「たくす」に応募し採択されました。

採択により寄付募集活動の支援をいただ

き、この事業の主旨に賛同頂いた方からの

寄付によって運営されます（７頁参照）。

寄付受付期間は 2012 年 3 月 1 日～2013 年

2 月 28 日までとなっています。皆様のご支

援ご協力よろしくお願い申し上げます。 

みらいファンド沖縄は、地域社会へ何ら

かの貢献をしていきたいと考えている企

業や個人とＮＰＯ等の公益性の高い活動

をしている団体をつなぎ「情報流通」と「資

金循環」で支援する公益財団法人です。寄

付をすることにより、ＮＰＯの活動を支援

することができ、また、公益財団法人の税

制優遇が受けられるというメリットもあ

ります。寄付を通した社会参加とも言われ

て い ま す 。 ウ ェ ブ サ イ ト

（http://miraifund.org）に各採択事業が

案内されています。ご覧ください。 

 

預かり保育を希望される方は、事前申し込みが必要です。ハウス（電話：098-888-0812）

にお問い合わせください。 



 
 
 
 
 

《 わらびの会 事業 》 
 



◆わらびの会 第８回総会開催◆ 

 

 平成２４年５月２０日（日）午後２時より、沖縄県立南部医療

センター・こども医療センター２階会議室にて第８回総会を開催

しました。 

 総会の議長には真栄田篤彦理事長が選出され、定款第２８条に

基づく総会成立のための定足数に、出席者・委任状数が達してい

ることを報告して、以下の議事項目について審議の結果、満場一

致で承認されました。 

 

１）第一号議案 平成 23 年度事業報告 

２）第二号議案 平成 23 年度収支決算報告 

３）監査報告 

４）第三号議案 平成 24 年度事業計画 

５）第四号議案 平成 24 年度収支予算 

６）役員選任について 

７）事務所移転（住所変更）について 

８）正会員会費の額改定について 

９）その他事項  

・平成 23 年度 ﾌｧﾐﾘｰﾊｳｽ「がじゅまるの家」事業報告 

・平成 23 年度 病院ボランティア活動報告 

    

         事務所は沖縄県島尻郡南風原町字新川 272 番地 16 のファミリー 

ハウス「がじゅまるの家」内に移転した。 

また正会員会費（団体・個人）の額を３,０００円に改定した。 

   



 
 

平成２３年度 事 業 報 告 

（平成２３年４月１日から２４年３月３１日まで） 

 

 

Ⅰ 病院ボランティアに関する事業 

１）こども医療センターにおけるボランティア活動及びスキルアップのための支援 

① 寄贈頂いた折り紙、絵本、玩具等の遊具の提供 

② 病院ボランティア運営委員会参加（３回） 

③ ボランティア スキルアップのための講座受講１０人（参加費 わらびの会負担） 

「災害時にも活きるボランティアコーディネーション」 

講師：桑原英文（一般社団法人 コミュニティ・４・チルドレン 代表理事） 

 

２）病児家族の支援活動をする病院ボランティア養成講座の実施  

   於：県立南部医療センター・こども医療センター 

 

 《第１１期こども病院ボランティア養成講座》 受講生 ３５人 日時：８月２７日（土）9:00～17:00 

①講座１  

  「病院ボランティアとは」、「看護の立場、きょうだいの支援から」  

    講師：藤村 真弓（茨城キリスト教大学看護学部教授） 

②講座２  

「私たちが望むボランティア-1-、看護の立場から」  

    講師：比嘉 清子（県立南部医療センター・こども医療センター ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

 ③講座３ 

 「私たちが望むボランティア -2-、医師の立場から」 

    講師：嘉数 真理子（県立南部医療センター・こども医療センター小児科医） 

 ④講座４ 

   「ボランティアに必要なマナーとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」講師：喜久里 美也子（ＮＰＯ法人脳文庫代表）  

 ⑤講座５  

 「グループワーク＆まとめーこんなボランティアになりたいー」 

  講師：先輩ボランティア１０人 、受講者全員 

    

 《第１２期こども病院ボランティア養成講座》 受講生 ２４人 日時：２月１１日（土）9:00～17:00 

① 講座１  

  「病院ボランティアとは」、「看護の立場、きょうだいの支援から」 

 講師：藤村 真弓（茨城キリスト教大学看護学部教授） 

    

    



 
 

 ② 講座２ 

  「私たちが望むボランティア －医師の立場から」 

   講師：嘉数真理子（県立南部医療センター・こども医療センター 小児科医）        

③講座３  

 「私たちが望むボランティア －看護の立場から－」 

 講師：比嘉清子（県立南部医療センター・こども医療センター ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

④講座４  

   「ボランティアに必要なマナーとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」 講師：喜久里 美也子（脳文庫 主宰） 

⑤講座 5  

    グループワーク＆まとめ 

  講師：先輩ボランティア１０人 、受講者全員 

 

Ⅱ 遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事業 

１）ファミリーハウス「がじゅまるの家」の受託運営等 

① ファミリーハウス「がじゅまるの家」の運営—９人のスタッフによるシフト制—２４時間３６５日

稼働。平成２３年度 利用者延べ人数 4,840 人（病児含）。居室 稼働率 70.1％。 

② ハウススタッフ会議を毎月第２月曜日、マネージャー会議第３木曜日、ナイトマネージャー会議

第４土曜日に開催してハウス運営の諸課題の検討を行った。 

③ ハウス運営協議会（県・事業団・こども医療センター・わらびの会、

ハウスマネージャー参加）開催（2/24）。ハウス滞在病児の受診時間、

成人利用等の課題について意見交換を行い、解決策の検討を行った。  

④「がじゅまるの家」の認知度向上を目的にイベント（チャリティー 

 バザー）を開催。約１６０人の参加者、ボランティア及び多数の 

支援を頂いた。 

 

２）「がじゅまるの家」視察見学者 

① セカンドハーベストジャパン調査団５人訪問 

② 看護協会のＪＩＣＡ研修生 （アジア中近東研修員８人）。 

③ 沖縄県かりゆし長寿大学校健康福祉学科（３０人）２クラス。 

④ 沖縄インターナショナルスクール小学６年生見学とインタビュー。 

⑤ 青森県八戸市議会議員ハウス視察（６人） 

⑥ その他、個人多数 

 

 

 

    

〔チャリティーバザー風景〕 

〔かりゆし長寿大学のみなさん〕 



 
 

３）利用者との交流 

① 第２回ハウス夏祭り開催、琉獅会子どもたちによる獅子舞の演舞披露と水ヨーヨー釣りを病児と

そのきょうだいたちが楽しんだ。 

② クリスマス会（12/23）・・・スタッフ、ボランティアの手作りの料理とボランティアによる余興

を楽しみながら利用者同士及びハウススタッフ、ボランティアとの交流を行った（４６人参加）。 

③ 新年会(1/14)・・・わらびの会理事、スタッフ、利用者、ボランティアが参加、新年の抱負を語

りながら懇親を深めた。 

 

４）スタッフ研修会・講習会・勉強会 

① 第１２回ＪＨＨＨ（ホスピタル・ホスピタリティ・ハウス）ネットワーク会議（9/24-25 開催・

於：東京）に参加（神谷、久場川）、ハウスのホスピタリティーについて全体会議、他県のファミ

リーハウス関係者と情報交換を行った。  

② 「インフルエンザとノロウイルスの予防と感染者が出た場合の対処法」について勉強会実施 

(2/13)。講師：松山 亮（南部医療センター 感染症認定看護師） 

③ AED 講習会、消防訓練（２回）を実施し、施設の定期自主検査を行い利用者の安全に努めた。 

④ 「ファミリーハウスの必要性について」第３８回沖縄新生児看護研究会シンポジウムにて発表を

行った（6/17 儀間）。 

 

Ⅲ 広報事業                   

① 運営委員会を定期的に毎月開催し、会員及び支援者に対し、積極的に広報活動を行った。 

② 会誌「わらびの会だより６号」および「がじゅまるの家だより５号・６号」を発行して広報に

努めた。（会員、一般市民、医療関係者、各市町村、鹿児島県（離島）の関係部署へ送付した。） 

③ マスコミに取材を依頼、ラジオ放送やテレビをとおして当会活動及び「がじゅまるの家」の広報

を行った。 

④ 沖縄電力提供番組「ウチナー紀聞」にて「がじゅまるの家」紹介頂く（琉球放送テレビ３０分間）。 

⑤ ホームページやインターネット上に会活動を掲載し、当会活動の広報を行った。 

⑥ イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーンに参加、広報活動を行った。 

⑦ おきなわＣＳＲフォーラム２０１１に参加、広報活動を行った。 

 

Ⅳ その他、目的を達成するために必要な事業 

１）こども医療センターとの連携について懇談会開催 

わらびの会設立６年目を迎え、病児のＱＯＬの向上、会活動の更なる充実を医療センターとの連

携の基に進めていきたいと願い、病院ボランティア、がじゅまるの家、その他キャリーオーバーの

問題などについて懇談を行った 

 

 



 
 

２）勉強会 

沖縄県立病院について～マクロとミクロから見る～ 

講師：合谷貴史（ＮＰＯ法人病院経営支援機構） 

 ３）陳情書提出(3/13)（高嶺善伸県議会議長宛て） 

    「県立病院職員定数条例改正に関する陳情」 

 

    

                

  



平成23年度「特定非営利活動に係わる事業」会計収支計算書

平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで

一般会計 特別会計
（事業+管理費） (ハウス運営事業）入

 
の

１．会　　費 529,000 529,000 0

２．事業収入 7,068,000 150,000 6,918,000

病院ボランティア養成講座受講料 150,000 150,000 －

ファミリーハウス管理運営受託収入 6,504,000 － 6,504,000

寝具貸出収入 414,000 － 414,000

３．寄付金収入 2,623,802 1,950,802 673,000

４．助成金収入 224,000 224,000 －

６．広報事業収入 155,780 155,780 －

７．雑 収 入 14,846 14,846 －

収 入 合 計 （A） 10,615,428 3,024,428 7,591,000

１．病院ボランティアに関する事業 353,507 353,507 0

２．広報事業 274,900 274,900 －

３．その他目的達成事業 0 0 －

４．管 理 費 8,994,210 1,551,032 7,443,178

　　人 件 費 6,478,072 868,205 5,609,867
　　法定福利 18,396 2,831 15,565
　　研 修 費 151,000 1,000 150,000
　　会 議 費 21,104 21,104 －
　　事 務 費 303,971 171,840 132,131
　　通 信 費 483,798 165,853 317,945
　　旅費交通費 55,111 55,111 －
　　光熱水道費 32,293 32,293 －
　　事務所賃借料 52,978 52,978 －
　　寝具リース料 302,400 － 302,400
　　衛 生 費 88,200 － 88,200
　　環境整備 572,796 － 572,796
　　広告宣伝費 57,250 － 57,250
　　新聞図書費 71,760 － 71,760
　　生活消耗品費 90,482 － 90,482
　  減価償却費 147,071 147,071 －
　　雑　　費 67,528 32,746 34,782
　　予 備 費 0 0 －

支 出 合 計 （B） 9,622,617 2,179,439 7,443,178

当期収支差額（A）−（B）　 992,811 844,989 147,822

前期修正損益 0

法人県民税・法人市民税 0

前期繰越正味財産 5,368,046

当期正味財産合計 6,360,857

支
 
 
出
 
 
の
 
 
部

単位　円

勘 定 科 目 法人事業合計収支



１．事業実施の方針

【6】病気をもった子どもたちの学校生活が安心しておくれるよう支援していく。

支出額

（千円）

病児きょうだいの預かり保育 不定期 １０人
利用者家族（病児
のきょうだい） 500

支出額

（千円）

病院ボランティア
に関する事業

１回
 こども医療
 センター

５ 人

８月（5回）
２月（5回）

 こども医療
 センター

２０人
病児家族の支援活動をする病院ボラ
ンティア養成講座(第13・14期）の
開講

広報事業

 平成２４年度   事 業 計 画 書

その他、目的達成
事業

　　　　　　　　　           　    〔特定非営利活動法人 こども医療支援 わらびの会〕

【1】特定非営利活動に係わる事業

　　保育士による病児きょうだいの預かり保育をハウス内で実施する。ハウスボランティアの増員と定着に努める。

実施日時 実施場所

平成24年４月１日から 平成25年３月３１日まで

【1】２４年度は、昨年度末県議会議長宛て提出した「県立病院職員定数条例改正に関する陳情」の内容が採択される

　　よう、県に働きかけていきます。病院と連携しながらピアサポートの実現とボランティア活動が休日、時間外も

【4】わらびの会の広報活動及び賛助会員拡大を積極的に行い、広く支援を呼びかける。その為のイベントを開催する。

　　内容を再考、充実させボランティア活動への理解を深め、活動者の増員を計る。また、活動中のボランティアの

　　スキルアップのための研修会への積極的な参加を勧め、継続した活動に繋げる。

　　行えるように働きかける。

【2】第13期、14期病院ボランティア養成講座は、昨年度に続き民間福祉資金の助成が受けられる予定である。昨年の

【3】ファミリーハウス「がじゅまるの家」の理念に添った運営を目指し、利用者が心身共に安らげる滞在施設となる

　　ように努める。病院の地域連携室との連携を更に深め、必要とする利用者が不安なく滞在できるように努める。

従事者
の人数

　受益対象者の
　範囲及び人数

２．事業の実施に関する事項

40
こども医療センターにおけるボラン
ティア活動の支援及びボランティア
のスキルアップの為の支援

通　年
 こども医療
 センター他

５０人

定款の事業名 事業内容

【5】こども医療センターに児童精神科医の早期確保が実現できるよう働きかける。

4月～3月
24時間体制

１３人
病児とその家族、
ハウススタッフ 他

学生・一般市民
２５人

通院、入院してい
る病児とその家族

321

遠隔地 病児家族等
の宿泊施設
運営事業

7,050
ファミリーハウス「がじゅまるの
家」受託運営

－

実施日時 実施場所
従事者
の人数

　受益対象者の
　範囲及び人数

わらびの会会員

300

【2】その他の事業

県立病院職員定数条例改正に関する
県への要請活動

通　年

自動販売機による
飲料水販売事業

調 整 中

定款の事業名 事業内容

機関誌発行、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ及
びマスコミを活用して積極的に広報
を行なう。資金造成のためのイベン
ト開催。

通　年

ピアサポート勉強会

350

 ﾌｧﾐﾘｰﾊｳｽ
 「がじゅまる
の家」

一般県民、医療
者 ほか

２０人

県庁及び県議会

一般市民 全県及び全国

１５人



単位/円

収支 勘 　定　 科 　目 H24年度予算 前年度実績 対前年度増減額

 経常収入

１．会費 620,000 529,000 91,000
　　正会員収入　個人 75,000 56,000 19,000

　　正会員収入　団体 45,000 28,000 17,000

　　賛助会員収入　個人 300,000 295,000 5,000

　　賛助会員収入　団体 200,000 150,000 50,000

２．事業収入 7,624,000 7,223,780 400,220
病院ボランティア養成講座受講料 110,000 150,000 ▲ 40,000

ファミリーハウス管理運営受託収入 6,504,000 6,504,000 0

寝具貸出収入 360,000 414,000 ▲ 54,000
ファミリーハウス預り保育事業 500,000 0 500,000
広報事業収入 150,000 155,780 ▲ 5,780

３．寄付金収入 2,050,000 2,623,802 ▲ 573,802
わらびの会 1,550,000 1,950,802 ▲ 400,802

ファミリーハウス「がじゅまるの家」 500,000 673,000 ▲ 173,000

４．助成金収入 249,000 224,000 25,000
６．雑収入 10,000 14,846 ▲ 4,846

収 入 合 計 （A） 10,553,000 10,615,428 ▲ 62,428

 経常支出

１．事業費 8,561,000 8,071,585 489,415
病院ボランティアに関する事業 112,000 129,507 ▲ 17,507
遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事業 7,050,000 7,443,178 ▲ 393,178
　　　ファミリーハウス預り保育事業 500,000 0 500,000
広報事業 350,000 274,900 75,100
助成金事業 249,000 224,000
その他 目的達成事業（勉強会、研修費） 300,000 0 300,000

２．管理費 1,992,000 1,551,032 440,968
　　人 件 費 1,000,000 868,205 131,795
　　法定福利 3,000 2,831 169
　　会 議 費 60,000 21,104 38,896
　　事 務 費 334,000 171,840 162,160
　　通 信 費 250,000 165,853 84,147
　　交 通 費 30,000 55,111 ▲ 25,111
　　備 品 費 150,000 0 150,000
　　水道光熱費 0 32,293 ▲ 32,293
　　事務所賃借料 0 52,978 ▲ 52,978
　　減価償却費 111,895 147,071 ▲ 35,176
　　雑　  費 40,000 33,746 6,254
　　予 備 費 13,105 0 13,105

支 出 合 計 （B） 10,553,000 9,622,617 930,383

 当期 収支差額（A）−（B）=(C) 0 992,811
 前期 修正損益 0 0
 法人県民税・法人市民税 0 0
 前期 繰越収支差額 6,360,857 5,368,046 992,811
 次期 繰越収支差額 6,360,857 6,360,857

平成２４年 ４月  １日から 平成２５年 ３月 ３１日まで

平成24年度「特定非営利活動に係わる事業」会計収支予算

支
　
出
　
の
　
部

収
　
入
　
の
　
部
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平成２３年度 ファミリーハウス「がじゅまるの家」事 業 報 告 

 

（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日） 

 

１．「がじゅまるの家」受託運営 

  がじゅまるの家（以下ハウス）の理念を基本におき、利用者に対しホスピタリティーな対応に 

心がけた運営を目指した。 

① 勤務体制：３交替シフト制２４時間３６５日稼働 

ハウスマネージャー（５人）：Ａ勤－9：00～16：00、Ｂ勤－15：00～21：00 

ナイトマネージャー（４人、24 年 1 月から 3人）：21：00～9：00 

② ハウススタッフ会議 ― 毎月第２月曜日開催、マネージャー会議毎月第 3木曜日開催、 

ナイトマネージャー毎月第４土曜日開催し、諸課題について検討を行った。 

③ ハウス運営協議会（県・事業団・こども医療センター・わらびの会・ハウスマネージャー参加） 

   １回開催・・・ハウス滞在病児の受診時間、成人利用について、地域連携室との連携につい 

て検討を行い、更にハウス利用状況、施設見学者、自主事業等運営状況等の報告を行った。 

④ 事業団報告：毎月５日までにメールにて送信。 

   業務報告書、宿泊者名簿、会計収支報告、管理運営事業費請求書 

⑤ 広報活動 

   ・沖縄電力提供番組「ウチナー紀聞」にて「がじゅまるの家」紹介頂く（琉球放送テレビ） 

    その効果により寄付、物品の寄贈が沢山寄せられた。 

・ハウスの認知度向上を目指し、イベント（チャリティーバザー、夏祭り他）を開催した。 

がじゅまるの家だより５号・６号を発行、ホームページの更新により広報に努めた。 

・マスコミに取材依頼しハウスを紹介、イオン琉球株式会社のイエローレシートキャンペーン

交流会及び他団体との交流をとおし広報を行った。 

⑥ 利用者・利用状況（別紙） 

     ・２３年度利用者延べ 4,840 人 、 開所以来延べ人数 17,319 人（病児含）、稼働率 70.1％ 

    ・病児・者の診療科：小児循環器内科・外科、小児脳外科、小児血液腫瘍科、、                

小児整形外科、産科（周産期科）等 

     ・条件付きで成人患者家族受け入れる 延べ ７４人利用 

 

２．「がじゅまるの家」視察見学来所者 

① 看護協会 JICA 研修生アジア中近東研修員８人が来所。英文リーフレット案内により通訳を 

介し説明し、ハウスの理解と周知に努めた。 

② セカンドハーベストジャパン調査団５人訪問 

③ 沖縄県かりゆし長寿大学校健康福祉学科（３０人）２クラス。 



④ 沖縄インターナショナルスクール小学６年生見学とインタビュー。 

⑤ 青森県八戸市議会議員ハウス視察（６人） 

⑥ 静岡こども病院医師、順天堂大学病院医師、東京おもちゃ美術館（認定ＮＰＯ法人日本グッド・

トイ委員会理事長）他多数 

 

３．スタッフ研修会、講習会、勉強会 

① 第１２回 JHHH（ホスピタル・ホスピタリティ・ハウス）ネットワーク会議（9/24-25 東京） 

参加（神谷充、久場川牧子）ハウスのホスピタリティーについて全体会議で話し合われた。 

また、他県のファミリーハウス関係者と情報交換を行った。 

② 松山 亮（医療センター感染症認定看護師）による「インフルエンザとノロウイルスの予防と感

染者が出た場合の対処法」について勉強会実施(2/13)。 

③ AED 講習会、消防訓練（２回）を実施、施設の定期自主検査を行い利用者の安全に努めた。 

④ 第３８回沖縄新生児看護研究会シンポジウムにて「ファミリーハウスの必要性について」 

  発表（6/17 儀間） 

 

４．利用者との交流 

第２回ハウス夏祭り開催、琉獅会子どもたちによる獅子舞の演舞披露と水ヨーヨー釣りを病児と

そのきょうだいたちが楽しんだ。12 月にはクリスマス会を開催し（12/23）利用者に参加頂きス

タッフ、ボランティアの手作りの料理とボランティアによる余興を楽しみながら交流を行った

（４６人参加）。 

新年会(1/14)では、わらびの会理事、スタッフ、利用者、ボランティアが参加、新年の抱負を語

りながら懇親を深めた。 

 

５．寄付・寄贈者（H23 年 4 月～H24 年 3 月まで） 

  団体 １４、個人 １１１人よりご支援いただきました。感謝申し上げます。 

 

６．ボランティア活動（登録６３人） 

  ① 沖縄電力対話旬間による ハウスボランティア活動 2週にわたり ７０人参加。 

  ② 手作りボランティア毎週木曜日活動約１２人。 

  ③ 定期的活動 個人（4 人） 

  ④ 不定期活動 

 

７．利用者の声（利用者ノートより Ｈ23/4 月～ Ｈ24/3 月） 

① 3 月 8 日から約一ヶ月お世話になりました 

  生まれてから 2 回目の手術、1 回目からはすごく年月がたっての今回の手術、娘も 12 才で 



不安もありました。2 回目ということでリスクは高くなるとのことでした。 

3 月 11 日 10 時間にもおよぶ心臓の手術でした。それと同時に TV では「東日本大震災」で

TV も気になり、娘も気になりで忘れられない一日となりました。娘は無事に PICU に入り術後も

良く 3 月 21 日には退院し、自分の家のような安心して過ごせる『がじゅまるの家』に帰ることが

できて娘も喜んでいました。今回 3 回目の利用ですが毎回、本当にいろいろ心配してくださり、

ときには元気づけてもらったりで本当にありがとうございます。夏休み頃に検査で利用させて

もらうと思います。また、よろしくお願いします。                Y さん （石垣島 ） 

                                     

② 薬の調整で近くにいた方がいいという事で毎回お世話になりっぱなしで…おしゃべりが好き

な息子はスタッフの方についていったり、ナイトの方と寝る時間まで遊んで楽しかったと思い

ます。またいつ利用するかわかりませんがその時はまた、成長した息子を見てくださいありが

とうございました。  

                                         M さん （国頭村奥） 

 

③ 突然の宿泊依頼にもかかわらず、親切に対応していただき本当にありがとうござい

ました。 急な発病と、初めてお世話になる病院で不安な、不安な日々でしたが、がじゅまるの

家のスタッフの皆様の笑顔と「おかえりなさい・きょうはどうでしたか？」「朝早くからごくろうさま・い

ってらっしゃい」などの、さりげない声かけに元気をもらい、充分過ぎるほどの施設で休むことが

できました。看護する側の心強いみかた、がじゅまるの家さんに感謝です。 

                                            K さん （石垣市） 

 

④ いつも優しく迎えてくださりありがとうございます。今回はコサージュ作りに挑戦でき、とっても

とっても楽しい宿泊となりました。物作りをしている間、１０分と短い時間でしたが、その間、家事や

子どもの病のことを忘れられ、ウキウキした気持ちになれました。長く利用させてもらっていますが、

こういう体験は初めてでした。また機会があればやってみたいです。コサージュの布と真ん中の

ボタン、ありがとうございます。自宅に帰って作ってみます。来月には娘の髪飾りになっている予

定です。 

                                           Y さん （与論町） 

 

⑤ 今回も本当にありがとうございました！精神的に一番助けられています。通い始めて 6 年半。

ようやく通わなければならない“義務”の中に楽しみを見つけ始めました。（・・・遅いですね。）子

どもたちの笑顔を一緒に喜んでくださるスタッフの皆様のおかげです。いつも本当にありがとうご

ざいます！！今回もお世話になりました。 

                                     M さん （大島郡知名町） 

     



⑥ 突然、妻が切迫流産の疑い・・・とのことで八重山病院の医師から「本島の病院へ搬送」と告

げられ…初めての子どもで出産のことも何一つ勉強できずに緊急入院、頭の中はパニック状態で

した。 

でも、環境が整った南部医療センターで妻の容態も落ち着き一安心しました。 

そんな中、宿泊所がない状況で「がじゅまるの家」のことを知り、そして満室状態にもかかわらず

3 泊もさせていただき本当に助かりました。妻の現状は予断を許さない時期ですが必ず元気な赤

ちゃんを産んでくれると信じています!!こちらに泊まっている間に強い気持ちになれました。お世

話になりました。本当にありがとうございます。 

                                                H さん （石垣市） 

 

    ⑦ 今回は突然の宿泊で本当にありがとうございました。 

 主人のことが心配で心配でいましたが、こちらに泊まらせていただきスタッフの皆さんのお話を

聞いてもらい不安が和らぎました。日々の生活のストレスがたまり、生きることに疲れた主人をどう

したら一番リラックスさせてあげられるか。 私たち家族の家と思っている「がじゅまるの家」でゆっ

くり過ごせて、前のように家族の団らんをとれて『きっと大丈夫、うまくいく』と思えました。 

これから起こることは素直に受入れ、できることはやっていこうと思います。頑張りすぎず!! 

私たちはスタッフの皆さんや多くの方々に助けられて今までやってこれました。感謝してもしつく

せないほど。まだまだ自分たちのことで、いっぱいいっぱいですが将来、心に温めておいた感

謝の気持ちを誰か困っている人を助けてあげられる力に変えられたらと思います。本当に本当

にありがとうございました。またよろしくお願いします。病気と闘っているのは私たちだけではない

んですね。みんなが笑える日がくるように!!  

 毎月病児 2 人の治療でハウス利用なさっている Y さん  (与論島) 

    

 ⑧ ぼくは、石垣から来ました。はじめて「がじゅまるの家」に泊まったけど、みんなとても優しく

て楽しかったです。お部屋も変わったけど中はきれいでした。やっぱ、ベッドの方がよかったで

す。早く赤ちゃんが元気になって、お家に帰りたいです。今日、石垣に帰るけどまた、がじゅまる

の家に泊まりたいです。ありがとうございました。 

 妹（A ちゃん）の退院を心待ちにしている石垣島の Y 君 

 

 ⑨ 心理的・金銭的 eｔc と危機に直面している家族にとって、このファミリーハウスはどれほど頼

れる存在であるのか痛感致しました。それもこれも“がじゅまるの大木”さながらの包み込むような

優しさを漂わせるこちらがそうさせているのでしょうね。こちらにお世話になったら、すぐに、身も心

も健康回復しそうな気がいたします。今回は、台風直撃という アクシデントがありましたが、本当

に、一週間お世話になりましてありがとうございました。 

                                   Mさん （宮城県）・ Sさん （秋田県） 



                                    

 ⑩ 今回は、４人兄弟の二男が検査入院することになり、入院が夏休み中ということもあって

弟、妹もおいてくるわけにもいかず、入院の検査が、ずっと付きっきりになるのか、何日入院す

ることになるのか・・・。何も分からない状態で、久米島からみんなで来ました。このような状況

で、そちらを予約しようと電話で説明した時もゆっくり聞いて下さって、宿泊も私たちの希望通

りの日にちをとっておいて下さいました。おかげ様で、検査の方も、付き添いはほとんど必要な

く、下の子２人を親戚に預けることもなく、すみました。 「がじゅまるの家」思っていた以上にお

部屋もきれいで驚きました。とても、居心地よく宿泊費用の心配をする事もなく、安心して過ご

すことができました。本当にありがたいと感謝の気持ちです。いろいろお話も聞かせて下さっ

て、子育ての参考にさせて頂きます。アドバイス、ありがとうございました。 

                                            G さん （久米島町） 

 

⑪ 私達親子は、沖縄に旅行に来ました。しかし、来島したその日から息子の熱がひかず、

即日、入院となりました。その後、川崎病を発症し、数日の入院生活でした。私はもちろん、

いろんな心配や不安がつのり、中でも他家族の宿泊、退院後の通院等 どうすればよいのか、

初めての土地で悩みました。そんな中、先生にここ「がじゅまるの家」を紹介されとても救われ

た気がしました。すばらしい施設に、とても親切なスタッフの皆様、 この場所がとても私達を

癒し、ほっとする場所でした。本当に、ありがとうございました。ここの病院で、病気と闘ったり、

病気とつきあったりしているたくさんの親子を知りました。わたし自身、こどもがおおきな病に

かかったことは初めてだったので動揺しましたが、みなさんに病気と向き合う姿勢を学んだよ

うな気がします。そして、沖縄の県民性なのかほんのり温かい人情味をたくさんの方々から

感じました。私達は、この夏を一生忘れません。ありがとうございました。 

                                            T さん （奄美大島） 

 

 ⑫ 今回 2 度目の利用です。娘の手術の為、両親で宿泊させて頂きました。術中は心配

でなかなかゆっくり休むことはできませんが手術が終わりホッとすると、急にはりつめていた

ものがとけてドッと疲れがでるものです。しかし、手術の晩は病院に泊まらなくてはなりませ

ん。その時に、あたたかいシャワーと気持ちのよいベッドが与えられてゆっくりと休む事がで

きるこの場所は本当に感謝です。私たちが元気でいないと、娘にも早く元気になってもらえ

ないと思います。両親、家族の支えとなるこの家の存在は病児たちの回復のためにも本当

に大きな役割をはたしていると実感します。お陰様で、看護に集中する事ができ娘も予定よ

り早く病棟へ移れそうです。本当にありがとうございました。まだ、2 回手術の予定ですが、

今後ともよろしくお願いします。 

                                          M さん （読谷村） 

 



 ⑬ 南部医療センターの先生方のすばらしい医療のお陰で主人も命を救われ、退院の日を迎

える 事ができました。石垣島からヘリで運ばれてきた時は、一言の口もきけず無言のまま救急

室に入ったあの日の事を思うとこんな元気な姿で一緒に帰れるなんて本当に夢のようです。スタ

ッフの心温まる思いやり、親切な気配り、色々な面で勇気付けられ、心身の疲れも癒され充実し

た日々を送らせてもらいました。本当に有り難いです。離島に住む私たちにとってなくてはならな

いこの「がじゅまるの家」がひとりでも多くの方に活用され、そして、運営が続けられますよう心より

お祈り致します。スタッフの皆様、いつも、愛情と勇気と元気をありがとう。本当に、毎日毎日大変

ごくろうさまです。お世話になりました。 

                                       Ｙさん （石垣市） 

 

 ⑭ 再度、利用させて頂きましてありがとうございました。スタッフの皆様の励ましのお言葉にど

んなにか勇気づけられたことでしょう。がじゅまるの家のイベントにも参加させていただきひととき

の楽しい思い出もできました。種々のご親切に、厚くお礼申し上げます。 

                                         N さん （東京都） 

 

⑮ 今回、突然の入院、無我夢中で過ごしてきました。「がじゅまるの家」を紹介していただき

お世話になりました。スタッフの皆様には、外出の時、帰宅の時にも笑顔で接していただいて、

話を聞いてくださる事で気持ちも楽になりました。本当にありがとうございました。 

                                            Ａさん （福岡県） 

 

⑯ 昨日、我が息子９才の右耳手術をし、無事終わり一息つけている本日です。20 日に初めて、

こちらを拝見し、とても親切な対応に安心感を覚え、色々な方からの援助により運営されているこ

とも知り、心強さも感じました。医療センターからも近いので、３才の息子も一緒に見舞うのにも散

歩がてら、生活の一部の様に過ごせています。本日は雨となり、かさが！！と、はっと思いました

が、〝たくさんあるから、選んで使って!!″との言葉にホッとさせられました。息子には音符の柄

をさし出していただき〝子供の心も読んでいるなあ” とうれしくなりました。ありがとうございます。

９才の息子は、２週間の入院予定の為、これから外出もできるようになれば、がじゅまるの家に寄

らせてもらい、良い時間が過ごせたらなァ～と思っています。感謝の気持ちは言葉では難しい部

分もありますが、日記に記することによって、素直ではっきりと伝えやすくなりますね!! 

ページ数を使ってしまいますと思いますがおゆるしくださいませ。  12/22  16：30                       

◎昨日は Xmas パーティーに参加させていただき、たくさんの料理に舌鼓み、美味しくいただき、

子供達へはプレゼントも用意していただきました。本当に予定外の事に、息子も外泊許可をもら

い一緒にすごすことができ、ホッとしています。ありがとうございました。一週間は特別なこともせ

ず、ただただ… 安静。一日一日を過ごしていきます。ゆったりとした時間も過ごせるがじゅまる

の家が有り難いです。                       12/24  17：50 



◎新年を明けて、２週間の入院生活を終えることができたのもみな様のお陰と、とても感謝して

おります。本当にありがとうございました。息子も元気になり(大病ではありませんね！)宮古へ

戻れる  ～!!と嬉しそうにしております。明日からの新学期にも間に合いホッとしています。い

ろいろとお世話になりました。何かありましらまた、お願いしたく、その際にはどうぞよろしくおね

がい致します。ありがとうございました。 

                                          S さん （宮古島市） 

 

⑰ 妊娠中から、今回の１ヶ月健診まで、長い間本当にありがとうございました。もし「がじゅまる

の家」に出会っていなければ、どれだけの費用が必要で、どれだけの不安をかかえて、出産まで

過ごさなければならなかっただろうか・・・と今、考えても、本当に恐ろしいです。今回は、2泊 3日

でしたが、１ヶ月ぶりに泊めて頂き、なんだか自宅よりもリラックスしちゃいました。妊娠中の 2 ヶ月

間に、がじゅまるの家で出会った方たちの事も懐かしく思い出しました。バザーやクリスマス会も、

本当に楽しかったです。心より感謝しています。 

                                             Ｓさん （与論町） 

 

⑱ 娘が、左腕を複雑骨折してしまい、診療所の先生から「がじゅまるの家」のことを聞きました。       

離島に住む私達はファミリーハウス「がじゅまるの家」をもっと知っていただいて利用してもらいた

いです。娘も早めに退院できる予定です。また、なによりもうれしく感謝しています。少ない日数で

したけど・・がじゅまるの家のスタッフの皆様、ほんとにありがとうございました。 

                                            U さん （渡名喜村） 

 

⑲ 今回、急に退院が決まり、担当医から「炎症反応の数値がまだ高いから心配なので病院の

近くにいて下さい」と言われ、急遽『がじゅまるの家』を利用させていただきました。急な申し出にも

快く応じてもらいありがとうございました。家が病院から車で一時間半くらいかかる場所にあって少

し遠いので、病院のすぐそばにある『がじゅまるの家』はすごく助かります。また、利用する機会が

ありましたら、よろしくお願いします。                 Y さん （国頭村） 

 

 

 

 

                           

 



本島 離島 計

4 30 199 66.3% 11 176 187 92 279

5 31 174 56.1% 17 258 275 75 350

6 30 196 65.3% 12 166 178 105 283

7 31 258 83.2% 4 254 258 151 409

8 31 207 66.8% 5 149 154 207 361

9 30 211 70.3% 0 127 127 283 410

10 31 216 69.7% 25 133 158 212 370

11 30 228 76.0% 7 86 93 187 280

12 31 229 73.9% 27 165 192 186 378

1 31 218 70.3% 60 134 194 157 351

2 29 184 63.4% 10 78 88 199 287

3 31 246 79.4% 7 119 126 236 362

計 366 2,566 70.1% 185 1,845 2,030 2,090 4,120

※ 年度別稼働率 H20年度 56.7% → 6月ｵｰﾌﾟﾝ
H21年度 57.0% → 途中から成人受入

H22年度 77.7%

居住地別利用者数(人)

(財)沖縄県保健医療福祉事業団より

稼動率 沖 縄 県
県外 合計

平成23年度

ファミリーハウス「がじゅまるの家」利用状況
平成23年4月1日から平成24年3月31日まで
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稼動率

月

沖 縄 県 2,030 鹿児島県 1,334 埼 玉 県 172 愛 知 県 87

神奈川県 75 東 京 都 57 静 岡 県 56 千 葉 県 55

茨 城 県 48 熊 本 県 48 広 島 県 43 三 重 県 20

宮 城 県 16 岡 山 県 15 福 岡 県 15 京 都 府 14

群 馬 県 7 富 山 県 6 他 ９ 県 22 計 4,120



    

病院ボランティア活動報告 

（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 9 月 30 日） 

＜活動状況＞ 

活動場所： 県立南部医療センター・こども医療センター 

小児外来・小児病棟（４・５階）・成人病棟（６階西） 

                                                                                                

活動内容： フロア・プレイルームの環境整備 

       ・整理整頓、季節の壁画作成・掲示、おもちゃの消毒 

      患児・きょうだいの遊び相手 

       ・折り紙、絵本の読み聞かせ、ぬりえ、つみき遊び 

      行事への参加協力 

       ・こいのぼり掲揚式、病棟夏祭り、クリスマス会、ハローウィン他 

      院内の案内 

       ・検査室、売店、エレベーター、救急外来 ATM、トイレ他 

      事前依頼のきょうだい預かり（ファミリーハウス利用者含む） 

       ・お見舞い、授乳、検査・入院時 

    患児の預かり 

     ・保護者がトイレや支払い、売店等へ出向いた時など 

    研修会参加 

     ・院内職員研修会、県社協主催研修会、プレパレンジャー勉強会 

    ボランティアミニ勉強会・講習会開催 

     ・折り紙講習会、手作りおもちゃ講習会、スキルアップ勉強会 

患者・家族の話し相手 

食事の配膳・下膳 

院内（中庭）散歩のサポート 

 

活動日：  月曜日～金曜日 9:00～16:00  

それぞれの活動時間 １時間～4時間 

 

登録人数： （平成 24 年 9 月現在） 

           小児外来     36 人（定期、不定期、休止含む） 

           小児病棟（4 階）  2 人   

            （5 階）  3 人 

        成人病棟（6階）  1 人 

 

 

 

 

 

 



＜活動経過＞  

2011 年（平成 23 年） 

4 月 13・27 日  プレパレンジャー勉強会 

4 月 20 日  こども医療センター「こいのぼり掲揚式」参加 

5 月 5 日  「琉神マブヤー」イベント参加 

5 月 11・18・25 日  プレパレンジャー勉強会 

 5 月 19 日  H23 年度 病院ボランティア委嘱状授与式・懇談会 

 5 月 19 日  「ボランティア室」ルームプレート事務部長より寄贈頂いた 

 5 月 22 日  わらびの会第 7 回総会（病院ボランティア活動報告） 

 5 月 30 日  ボランティアミーティング＆ミニ勉強会開催 

       （自閉症のお子さんを育てられたお母さんを招いて）   

 6 月 1 日  プレパレンジャー勉強会 

 6 月 4・5 日 全国医療保育士学会（スキルアップ研修として参加） 於：名桜大学 

 6 月 8・15・22 日 プレパレンジャー会議 

 6 月 15 日  こども医療センター「ハンバーガーショップ」参加 

 6 月 17 日  周産期医療学会（勉強会）  於：琉球大学 

 6 月 30 日  第１回 ボランティア運営委員会 

 7 月 6 日  こども医療センター 外来・病棟「たなばた集会」参加 

 7 月 6 日  ボランティア ミニ勉強会（各部署でのプレパの取り組みについて）開催   

 7 月 9 日  東京フィルハーモニー演奏会 参加       

 7 月 13・20・27 日 プレパレンジャー会議  

 8 月 10・24 日  プレパレンジャー会議 

 8 月 17 日  こども医療センター「夏まつり」参加 

 8 月 25 日  第 1 回 ボランティア小委員会＆ミニ勉強会（手洗い実演講習会）参加 

 8 月 27 日  第 11 期 病院ボランティア養成講座講師として参加（10 人） 

8 月 27 日  「盲導犬と遊ぼう」参加 

 8 月 30 日～9月 2 日  第 11 期生 ボランティア実習指導 

 9 月 7・14・21・28 日 プレパレンジャー会議 

 9 月 11 日  手作りおもちゃ（ぽこぽこ）作り   

 9 月 21 日  こども医療センター「お月見会」参加 

9 月 22 日  第 2 回 ボランティア小委員会 

9 月 30 日  病院観月会 

出店：手作りおもちゃ+ポップコーン・ぜんざい販売 

アトラクション：アンパンマン大型ペープサート 

「お月さまってどんなあじ？」 

10 月 12・19・26 日 プレパレンジャー会議 

10 月 20 日  第 2 回 ボランティア運営委員会 

10 月 26 日  こども医療センター「ハローウィン」参加 

11 月 16 日  こども医療センター 病棟バイキング サポート 

11 月 17 日  第 3 回 ボランティア小委員会 

11 月 20 日  ファミリーハウス「がじゅまるの家」バザー応援 

11 月 2・9・30 日 プレパレンジャー会議 



12 月 1 日  こども医療センター 外来 クリスマスツリー飾り付け 

12 月 2 日  職員研修会（チャイルドライフの視点から）参加 

12 月 5～9 日  ウチナー記聞の取材を受ける 

12 月 6 日  医局会（寄付金贈呈式） 

12 月 6 日  ボランティアコーディネーター養成講座 受講（10 名） 於：県社協 

    （ボランティアスキルアップのため・わらびの会受講料負担） 

12 月 13 日  那覇まちぐぁ振興会「エコポニー」イベント参加 

12 月 21 日  こども医療センター「クリスマス会」 

      ボランティアより 入院しているこどもたちへ 

        「そらまめくんのベット」の手作りマスコットプレゼント（100 個） 

 12 月 22 日  第 4 回 ボランティア小委員会 

 12 月 28 日  ボランティア室 年末清掃 

   

2012 年（平成 24 年） 

 1 月 11 日  こども医療センター ム―チーづくり参加    

 1 月 11 日  職員研修会（ノロウイルス・吐物処理）参加       

 1 月 18 日  こども医療センター もちつき会参加 

 1 月 18 日  プレパレンジャー会議 

1 月 19 日  第 5 回 ボランティア小委員会参加 

2 月 1 日 ボランティアミーティング＆ミニ勉強会（ｍｙアンパンマンを作ろう！）開催 

2 月 1・8・15・22 日 プレパレンジャー会議 

2 月 3 日   こども医療センター 豆まき参加 

 2 月 11 日  第 12 期 ボランティア養成講座講師として参加（10 名） 

 2 月 17 日  雪のプレゼント参加 

 2 月 21～24 日  第 12 期生 ボランティア実習指導 

 2 月 23 日  第 3 回 ボランティア運営委員会参加 

 2 月 29 日  ホスピタルキャラバン参加 

 3 月 2 日  こども医療センター ひなまつり会参加  

3 月 7・14・21 日 プレパレンジャー会議 

 3 月 22 日  ボランティア小委員会参加 

 3 月 22 日  第 6 回 ボランティアだより 6号発行 

 4 月 4・11・18・25 日 プレパレンジャー会議 

 4 月 18 日  こども医療センター「こいのぼり掲揚式」参加 

 4 月 27 日  ボランティア「新年度 顔合わせゆんたく会」開催 

           （於：ビーチタワーホテル） 

 4 月 2・9・16・23 日  プレパレンジャー会議 

 5 月 22 日  H24 年度 病院ボランティア委嘱状授与式 

 6 月 6・13・20・27 日  プレパレンジャー会議 

 6 月 20 日  こども医療センター「ハンバーガーショップ」参加 

 6 月 28 日   H24 年度 第 1回ボランティア運営委員会参加 

 7 月 4・11・18・25 日  プレパレンジャー会議 

  



☆プレパレンジャーとは？ 
入院中のこどもの不安を取りのぞく、 
環境を整える、精神的安定を図る 
ことを目的に、院内の多くの部署が 
賛同し、小児病棟においての月行事 
等の企画・運営をおこなっている。 

7 月 4 日  ハッピーカラ―プロジェクト（こども医療センター病棟）参加 

          MAYA・MAX 氏 来訪 

 7 月 6 日  こども医療センター 外来・病棟「たなばた集会」参加 

 7 月 26 日  H24 年度 第 1 回ボランティア小委員会参加 

 7 月 28 日  ボランティアミーティング＆ミニ勉強会開催 

         （折り紙講習会） 

 8 月 17 日  「盲導犬と遊ぼう」参加 

        職員研修会（ワクチンで予防できる病気と院内感染対策）参加 

 8 月 18 日   第 13 期 ボランティア養成講座講師として参加（8名） 

 8 月 21 日～24 日  第 13 期生 ボランティア実習指導 

 8 月 22 日 こども医療センター「夏まつり」参加    

 8 月 23 日   H24 年度 第 2 回ボランティア小委員会参加 

 9 月 5・12・19・26 日 プレパレンジャー会議 

 9 月 19 日   手作りおもちゃ（ぽこぽこ）作り 

 9 月 26 日   こども医療センター 病棟「お月見会」参加 

          アトラクション：アンパンマン大型ペープサート 

          「お月さまってどんなあじ？」 

 9 月 28 日   病院観月会 

出店：手作りおもちゃ+ポップコーン販売 

アトラクション：アンパンマン大型ペープサート 

「お月さまってどんなあじ？」 

 

                             

                           

                         

                         

                         

                         

＜課題＞ 

(1)ボランティアの啓蒙・広報について 

・病院ホームページの活用（更新や表現等の工夫） 

・病院ボランティアホームページの開設・更新 

・県や市町村広報誌への掲載 

   ・病院雑誌や職員勉強会他での継続的な活動紹介 

 

(2) ボランティアのメンタルサポート・モチベーション維持および向上について 

・スキルアップ研修の為の受講や勉強会の企画・開催をより充実させる。 

・活動する中で出てくる不安や悩み等を解決できるようボランティア同士の情報 

交換の場や病院スタッフとの懇談会を定期的に設ける。 

・専任のボランティアコーディネーターの配置 

・活動から遠のいたボランティアへの呼びかけ 

 



 

(3) 週末、休日ボランティアの早期実施について 

・患者家族や、多くのボランティアからの要望がある。 

活動実施に向けて受け入れ体制を整え（マニュアル等の作成）、現在活動中の 

ボランティアへ希望を募り病棟ボランティアの人数を確保する。 

 

  

     

＜ボランティア活動資金収支報告＞ 

      （収入） 前年度より繰越・・・97,604 円（内 21 円は利息） 

        病院売店募金箱・・・39,950 円 

        医局より観月会収益金・・・40,000 円 

        観月会ボランティア収益金・・・57,715 円   

 収入合計 235,269 円 

               

 

   （支出） 活動費・・・60,357 円（行事等材料代）クリスマス会、夏まつりなど 

        研修費・・・18,000 円（ミニ勉強会での材料、研修会受講料等） 

        会議費・・・4,969 円（懇談会、交流会、ミーティング） 

        活動消耗費・・・35,265 円（色画用紙、セロハンテープ、コピー用紙等） 

        通信費・・・6,697 円 

                備品・・・7,232 円（横断幕・ポール等） 

                              支出合計 132,520 円 

 

                       残金   102,749 円     

 

 

 

県立 南部医療センター・こども医療センター 

ボランティア アシスタント 真栄城 正美 



    

 

                        2011 年 3 月    5 号 

                  発行：南部医療センター・こども医療センターボランティア 
                          真栄城 正美 
 

       県立南部医療センター・こども医療センターにおいてボランティア活動を開始して 5 年目 

       を迎えることができました。今年度も、ボランティアが活動しやすい環境づくりに尽力し 

  て下さった院長先生はじめ多くの皆様に支えられて活動ができたことに感謝申し上げます。  

   笑顔、優しい声かけ、かゆいところに手が届く活動を心がけ、南部医療センター・こども 

  医療センターに通院・入院するこども達とそのきょうだい家族が、安心して医療が受けられ、 

   また、つらい時期を乗り越え１日も早く普通の生活へ戻れるよう一緒に願いながら、 

これからも、心を込めて活動を継続していきます。これからもよろしくお願いします。 

 

 
                       
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    ～ボランティア連絡ノートより～ 

  幼稚園～2 年生くらいまでのこども達が男性ボランティアの T さんのヒザの上に座り、厚い 

  胸の中に抱かれて、本当にホッとしている姿が嬉しかったです。S ちゃんの ON ステージ 

  も明るく楽しいひと時がプレイルームに響いていました。 

 

  以前はピーピー泣いてばかりいた子が久しぶりに外来に来ていました。私が近づいて行くと、 

  その子が私の手をとり自分からプレイルームの方に遊びに行こうと言ってひかれて行きました。 

 下に妹が生まれて同じ位の背の高さ（妹が）になっていましたが、お兄ちゃんの方は、ゆっくり

ゆっくりではあるが、成長したなぁと思いました。よかったね！ 

 

今年も、ボランティアが 

増えましたよ！うれし～い 

 

はじめて活動する 

ボランティアさんへ 

困ったこと、気になること 

いつでも、ナース、師長へ 

声をかけてください。  

A 師長 

     



      

        ～日頃の活動の中から～ ＊師長さんよりコメントをいただきました。 

＊プレイルームを利用するこども達が多く楽しかったです。保護者の方がわからない 
（こどもだけで入ってくる）時もあり少し戸惑いました。全体把握もしながらちゃんと関わり 

見守っていかなければ・・・。 
 

＊ボランティアの方々、十分にお子さんの様子を把握して頂き関わってもらっていますので 

感謝です。よろしくお願いします。 

＊ボランティアさんが帰宅後に、３～４人の少年達がプレイルームでソファーをころがしたり 

とび跳ねたりしてとても激しく音をたてていました。注意しています。周囲に迷惑な行動に 

ついては説明してプレイルームを皆で気持ちよく使えるようにと伝えました。 

 

＊先日、作った太鼓（ダンボール）を喜んでもらえてよかったです。 

 

＊手作りのパーランクÜはとても気に入っている子がいて受診の度に楽しく叩いて皆を喜ばせて     

います。ありがとうございます。 

 

＊今日は、新しいボランティアさんと一緒でした。仲間が増えてとても心強いです。 

 

＊新しいボランティアさんも先輩ボランティアがいらっしゃるので安心だと思います。皆さんの 

おかげでとても当院、家族の方々が助かっています。よろしくお願いします。 

 

こんなこともありました。 

＊成人外来に来ていた方のこども（２人）が「おかあさん来た～。」と言ってプレイルームを出 

た後、外の遊具でしばらく遊んでいましたが親が迎えに来ていたのではなく自分達だけで外へ 

出てしまっていました。後ほど、お母さんがプレイルームに来て外にもいないと探しまわりま 

した。ボランティアが３人いたので１人残り、２人は外へ母親と探し回りました。結局自分達 

の車のところにいたようです。ボランティアが来る前からプレイルームに居たこども達なので 

小児外来なのか成人外来なのかもわからず心配したボランティア活動でした。無事でよかったです。 

 

＊ボランティアのＭさんから事後報告を受けました。何か困った時には必ず私か窓口のスタッフ 

へ声かけしてください。こどもさんを探すのに大変だったと思います。声かけよろしくお願い 

します。 

 
今年も、多くのみなさまよりボランティア活動資金として寄付・募金が寄せられました。  

       病院売店募金箱・・・26,983 円            （H22.4/1～H23.3/15） 
       医局より観月会収益金・・・35,000 円 
       観月会ボランティア収益金・・・39,570 円  合計 101,553 円 

心温かいご支援に感謝申し上げます。 
 
 
 
 



 

 

 

 

    

この病院にはボランティアがいます

活動時間：平日９時～１６時

活動場所：小児外来プレイルーム・待合室

小児病棟プレイルーム等

小児外来プレイルームの様子 小児病棟プレイルームの様子

ボランティアは
エプロンと名札
を着けています

お気軽に
お声かけ
くださいね

当センターでは
ボランティアがお手伝いしています

こんなお手伝いをしています

お子さんの遊び相手
病児・きょうだいの見守り
一時預かり、フロア案内

赤ちゃん抱っこ
イベント手伝い等

 

ボランティアは、小児外来の

プレイルーム・フロア、小児病棟

にいます。

（ボランティア不在のときもあります）

お気軽にお声かけ下さい

一人で頑張らないで！

                          
 

現在４０名の方が活動しています。 

ボランティアは、こどもたちの笑顔と「ありがとう」の一言に励まされ 

パワーをもらっています。いつでも遠慮なくお声かけを・・・。 

 

 
 
 

外来電光掲示板に 

ボランティアの活動が紹介されています。 
 



＊＊＊ 活 動 報 告 ＊＊＊ 
 

 2010 年 

4/28 こども医療センターこいのぼり掲揚式 

5/20 平成 22 年度委嘱状授与式 

6/11 ボランティアミーティング 

    ＆ミニ勉強会（風船アート） 

6/24 第 1 回ボランティア運営委員会 

7/6 院長先生との懇談会 

7/7 こども医療センターたなばた集会 

7/14 ボランティアミーティング 

7/22 第 1 回ボランティア小委員会 

8/4 地域連携室だより 12 号寄稿 

8/5 職員研修会参加（プレパレーションとは） 

8/16・17 夏まつりさいふづくり 

8/18 こども医療センター夏まつり 

8/26 こども医療センター「盲導犬とあそぼう」 

 第 2 回ボランティア小委員会 

8/28 第９期ボランティア養成講座講師 

8/30 ボランティアスキルアップ研修受講 

8/31～9/1・2・3 第 9 期生実習指導 

9/3 ボランティアミーティング 

   ＆ミニ勉強会（手作りおもちゃ） 

9/22 観月会バザー値札付け 

9/24 第 3 回ボランティア小委員会 

 病院観月会（出店・アトラクション） 

9/29 職員研修会講師（ボランティア活動紹介） 

10/20 こども医療センターハローウィン 

10/21 ボランティアミーティング 

    ＆ミニ勉強会（手洗い講習） 

10/25～12/22 インフルエンザ予防接種対応応援 

11/2 医局会（寄付金贈呈式） 

11/8 第 2 回ボランティア運営委員会 

11/17・18・19 インフルエンザワクチン接種 

11/24 ボランティアミーティング 

    ＆ミニ勉強会（赤ちゃん抱っこ） 

 

 

11/25 第 4 回ボランティア小委員会 

12/3 こども医療センターオカリナ鑑賞会 

12/17 病院忘年会参加 

12/22 こども医療センタークリスマス会 

12/28 小児病棟でのきょうだい預かり 

    （9：00～15：00） 

2011 年 

1/7  小児病棟でのきょうだい預かり 

    （9：00～16：00） 

1/12 こども医療センタームÜチーづくり 

1/19 こども医療センターもちつき会 

1/27 第 5 回ボランティア小委員会 

    （ナース＆ボランティア交流会） 

2/1 外来電光掲示板搭載開始 

2/2 沖縄タイムス取材（小児科外来） 

  こども医療センター豆まき 

2/9 ボランティアスキルアップ研修受講 

2/11 ボランティアゆんたく会（新年会） 

2/17 ボランティアミニ勉強会 

   （活動の中から出てくる？Ｑ＆Ａ） 

2/19 第 10 期ボランティア養成講座講師 

2/24 第 3 回ボランティア運営委員会 

2/22・23・25 第 10 期生実習指導 

3/2 プレパレンジャー会議参加 

3/3 こども医療センターひなまつり会 

3/9～きょうだい預かり（患児 ＧＣＵ） 

   プレパレンジャー会議参加 

3/14 職員研修参加（接遇 患者対応編） 

3/15 県立南部医療センター・こども医療 

   センター雑誌 4 巻 1 号寄稿 

3/16 プレパレンジャー会議参加 

3/23 プレパレンジャー会議参加 

 

 

 

 



  

                           6 号  2012 年 3 月 
                        発行：県立南部医療センター・こども医療センター  
                     ボランティア アシスタント  真栄城 正美  

                                    

わたしたち病院ボランティアは、患者・ご家族の不安を和らげ、安心して医療が受けられるよ

うにお手伝いができれば・・・と、ひとりひとりのおもいから平成 18 年 6 月 12 日より 

活動を開始しました。多くの皆さまに支えられ活動ができることに感謝申し上げます。 

さて、一年間の活動を振り返ってみますと、日頃の活動以外に職員研修会、プレパレン 

ジャー会議への参加、イベントへの参加・協力など「わたしたちも、病院スタッフの一員 

として活動させてもらっているんだ、必要とされているんだ」と実感できる一年でした。 

また、第 11・12 期養成講座に各 10 人が参加し、グループワークを通してボランティア活

動の実際を伝え、実習指導にもあたることができました。 

これからも、更にスキルアップに努め、温かさとさわやかな風をお届けできるよう笑顔を 

絶やさず、心をこめて活動を継続していきます。これからも、どうぞよろしくお願い致します。 
 

                                     

♪プレイルームで遊んでいる子の表情は豊かです。帰る時は晴れ晴れとした顔の子、 

もっと遊びたいとグズル子様々です。いずれにしても治療というつらい時間を 

ひと時でも忘れて、楽しさに浸れる時間でもあります。「今日も、楽しく遊ぶ 

ことができたかな？」5 才の男の子が、「遊んでくれてありがとう。バイバイ！！」 

と言って 帰っていきました。すると、それを見ていた子たちも帰り際には 

同じ言葉を口にして帰りました。その言葉に、充実感を味わいつつ、私も 

帰ります。                      ボランティア H さん 
 
    ♪今日は、小児病棟にて「こいのぼり掲揚式があり参加しました。こども達がそれ 

ぞれ自分が作った作品が色彩豊かに揚がるのに感激と拍手で盛り上がりました。 

その後にも、親子一緒にお弁当を広げて楽しいひとときを過ごしておりホッと 

心が和む時間でした。                 ボランティア T さん  
 

   ♪雨風が強い中、病院内への出入りの時、こどもの預かり支援をしてみました。 

ボランティアの預かり抱っこで家族の皆さんが、とても喜んで下さりよかったです。 

ボランティア S さん 
 

      ♪預かり希望のお父さんより「午後は何時から預かっていますか？」と問われ、 

ボランティアが途切れずプレイルームに居る必要性を感じました。 

   ボランティア H さん  

 

ボランティアの声 ＝ 活動日誌より



 

 

 

 

    

                            

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、４６名のボランティアが活動しています。 

いつでも、お気軽に、わたしたちへお声かけください。 

 

 

病院入口（売店前）に 

ボランティアの紹介・活動風景を掲示しました。 



＊＊＊ 活 動 報 告 ＊＊＊

 

2011 年 

4/13・27 プレパレンジャー勉強会参加 

4/20 こども医療センター「こいのぼり掲揚」 

5/5 「琉神マブヤÜ」イベント参加 

5/11・18・25 プレパレンジャー勉強会参加 

5/19 平成 23 年度委嘱状授与式・懇談会 

5/30 ボランティアミーティング＆ミニ勉強会 

     （自閉症のお子さんを育てられた 

              お母さんを招いて） 

6/1  プレパレンジャー勉強会参加 

6/4・5 全国医療保育士学会参加 於：名桜大

学 

6/8・15・22  プレパレンジャー会議参加 

6/15 こども医療センター 

「ハンバーガーショップ」参加 

6/17 周産期医療学会参加  於：琉球大学 

6/30 ボランティア運営委員会 

7/6 こども医療センター「たなばた集会」参加 

7/6  ボランティアミニ勉強会 

  （各部署でのプレパの取組みについて） 

7/9 東京フィルハーモニー演奏会参加 

7/13・20・27 プレパレンジャー会議参加 

8/10・24 プレパレンジャー会議参加 

8/17 こども医療センター「夏まつり」参加 

8/25 ボランティア小委員会・ミニ勉強会 

  （手洗い実演講習会） 

8/27 第 11 期ボランティア養成講座 

講師として参加（10 人） 

8/27「盲導犬とあそぼう」参加 

8/30～9/2  第 11 期生実習指導 

9/7・14・21・28  プレパレンジャー会議参加 

9/11 手作りおもちゃ（ぽこぽこ）作り 

9/21 こども医療センター「お月見会」参加 

9/22 ボランティア小委員会 

9/30 病院観月会（アトラクション・出店） 

10/5・12・19・26 プレパレンジャー会議参加 

10/20 ボランティア運営委員会 

10/26 こども医療センター「ハローウィン」参加 

11/8～10  インフルエンザワクチン接種 

  

11/16 こども医療センター病棟バイキング参

加 11/17 ボランティア小委員会 

11/20 がじゅまるの家バザー応援 

11/2・9・30 プレパレンジャー会議参加 

12/2 職員研修会（チャイルドライフの 

視点から） 

12/5～9 「ウチナー紀聞」の取材をうける 

12/6 ボランティアコーディネーター養成 

講座受講（10 名） 於：県社協 

    （ボランティアスキルアップのため 

    わらびの会負担） 

12/6 医局会（寄付金贈呈式） 

12/13 まちぐぁ振興会 「エコポニー」 

    イベント（小児外来・病棟）参加 

12/16 病院忘年会参加 

12/21 こども医療センタークリスマス会参加 

12/22 ボランティア小委員会 

12/28 ボランティア室年末清掃 

 

2012 年 

1/11 こども医療センタームーチーづくり参加 

   職員研修会（ノロウイルス・吐物処理） 

 プレパレンジャー会議参加 

1/18 こども医療センターもちつき会参加 

 プレパレンジャー会議参加 

1/19 ボランティア小委員会 

2/1 ボランティアミーティング＆ミニ勉強会 

   （my アンパンマンを作ろう！） 

2/1・8・15・22  プレパレンジャー会議参加 

2/3 こども医療センター豆まき参加 

2/11 第 12 期ボランティア養成講座 

    講師として参加（10 人） 

2/17 雪のプレゼント参加 

2/21～24  第 12 期生実習指導 

2/23 ボランティア運営委員会 

2/29 ホスピタルキャラバン参加 

3/2 こども医療センターひなまつり会参加 

3/7・21・28 プレパレンジャー会議参加 

3/24 ボランティア小委員会 

   ボランティアだより 6 号発行 



 

 

 

 
 

 

                       ～お母さんより頂いたお手紙～ 

                                           

 

    今年も、多くの皆さまよりボランティア活動資金として 
寄付・募金が寄せられました。        （H23.4/1～H24.3/20） 

         病院売店募金箱・・・30,736 円 
         医局より観月会収益金・・・40,000 円 
         観月会ボランティア収益金・・・37,500 円  合計 108,236 円 
      また、絵本、折り紙、おもちゃ、らくがき帳など多くの寄贈も頂きました。 
      どうもありがとうございます。                       

ボランティアのみなさんありがとう 

ボランティアのみなさんへ 

入院中は精神的なフォローや、楽しい時間を、どうもありがとう 

ございます。 

病気のこどもをかかえ、家の事等、いろいろと心配をかかえていた 

私たちにとって皆さまの活動はとてもありがたいものでした。 

ずっと、暗い気持ちをかかえていると頭も体もどんよりしてきます。 

そうならないように気をつけていこうと思っても、病院の中にいると

どうしても、不安な事、特に病気の事を考えてしまっていました。 

そんな中、皆さまの活動、存在は一瞬でも病気の事を忘れさせる 

貴重な時間でした。 

こどもが拒薬をして、ボランティアの方にキックをし続けても、 

それを、受け止めてくれました。 

「ストレスもあるはずだから気持ちを発散させないと。」と、 

その時、八ッと、こどもの気持ちに気付かされました。 

その後、気持ちよくこどもは、薬を飲んでくれました。 

ボランティアの方々の元気な声と優しい笑顔で元気をもらいました。                              

ありがとうございます。 
 

心温かいご支援に感謝申し上げます 
 



********** わらびの会  活動 *********** 

                   （2011.10.1〜2012.9.30） 

 

２０１１年（平成２３年） 

１０月 ６日 セカンドハーベストジャパン調査団、がじゅまるの家訪問（5人） 

１０月１０日 第４１回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

１０月１５日 わらびの会第７５回運営委員会 

１０月２０日 平成２３年度第２回病院ボランティア運営委員会参加 

１０月２３日 わらびの会広報委員活動 

１０月２４日 がじゅまるの家だより６号発行 

１０月２８日 おきなわＣＳＲフォーラム２０１１参加 

１０月２８日 わらびの会だより６号発行 

１０月３１日 看護協会（ＪＩＣA研修生アジア中近東他８人）「がじゅまるの家」施設

見学 

１１月 ５日 沖縄電力対話旬間交流によるボランティア活動（職員４０人参加） 

―がじゅまるの家屋内大掃除― 

１１月１１日 わらびの会勉強会 

              テーマ―：沖縄県立病院について～マクロとミクロから見～  

           講師：合谷貴史（ＮＰＯ法人病院経営支援機構） 

１１月１２日 沖縄電力対話旬間交流によるボランティア活動（野球部３５人参加） 

―がじゅまるの家屋外大掃除草刈り・畑作り― 

１１月１４日 第４２回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

１１月１５日 沖縄県かりゆし長寿大学校健康福祉学科（３０人）がじゅまるの家見学 

１１月１７日 沖縄県かりゆし長寿大学校健康福祉学科（３０人）がじゅまるの家見学 

１１月１８日 オキナワインターナショナルスクール小学６年生８名、引率職員２名が

じゅまるの家 

見学・インタビュー 

１１月２０日 がじゅまるの家チャリティーバザー実施 （約１６０人参加） 

１１月２９日 ＲＢＣ「ウチナー紀聞」がじゅまるの家取材（12/2, 5-8 , 10, 12） 

１２月 ６日 平成２３年度ボランティアコーディネーター養成講座受講（参加者１１

人） 

１２月 ６日 南部医療センター・こども医療センター医局会寄付金贈呈式 

１２月１０日 わらびの会第７６回運営委員会 

１２月１２日 第４３回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

１２月１９日 がじゅまるの家消防訓練 

１２月２３日 がじゅまるの家 クリスマス会（参加者４６人）  



スタッフ、ボランティアの手づくり料理と余興を楽しむ、利用者さんも参加 

１２月２４日 ナイトマネージャーミーティング 事務室内大掃除 

１２月２９-３０日  お正月設え（門松、盛り花、注連縄、鏡餅） 

２０１２年（平成２４年） 

１月 ８日 沖縄電力提供番組「ウチナー紀聞」で「がじゅまるの家」紹介される （琉

球放送テレビ） 

１月 ９日 第４４回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

１月１４日 わらびの会第７７回運営委員会＆新年会 

１月１８日 寄付と助成のプログラム第 2 期「たくす」助成事業申請に対するヒアリン

グ参加 

（みらいファンド沖縄実施） 

1 月２０日 第１２期病院ボランティア養成講座グループワークについて 

先輩ボランティア検討会（第１回） 

１月２０日 カノンの会より寄付金贈呈 

１月２４日 青森県八戸市議会議員がじゅまるの家視察見学 

２月 １日 第１２期病院ボランティア養成講座グループワークについて 

先輩ボランティア検討会（第２回） 

２月 ９日 わらびの会第７８回運営委員会 

２月１１日 第１２期病院ボランティア養成講座開講（受講生２１人） 

２月１３日 第４５回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

２月１４日 ファミリーハウスがじゅまるの家運営協議会 

２月２１日 寄付と助成のプログラム第 2 期「たくす」助成事業（採択）に対するみら

いファンド 

沖縄の説明会へ参加 

２月２３日 第３回病院ボランティア運営委員会参加 

２月２４日 嘉手納基地（ＮＣＯ Ａｃａdemy）よりがじゅまるの家へ日用品多数寄贈

頂く 

３月 ８日 わらびの会第７９回運営委員会 

３月１２日 第４６回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

３月１３日 県議会へ陳情書「県立病院職員定数条例改正に関する陳情」提出 

３月２１日 南風原町民生部長訪問（資金造成チャリティーコンサート共催依頼） 

４月 ６日 ＮＰＯヒトワク出演（株エフエム那覇）（儀間・谷口） 

４月１２日 わらびの会第８０回運営員会 

４月１６日 第４７回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

４月２１日 第１８回幸せの黄色いレシートキャンペーン交流会と贈呈式参加 

５月 ３日 わらびの会広報委員活動 



５月 ８日 南風原町役場（総務課長・こども課長）表敬訪問 チャリティーコンサー

ト共催依頼  

５月１０日 わらびの会理事会開催 

５月１４日 第４８回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

５月２０日 わらびの会第８回総会開催（於：県立南部医療センター・こども医療セン

ター） 

５月２３日 がじゅまるの家施設見学（中社連ボランティア部会 １２人） 

６月１１日 第４９回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

６月１１日 中城村民生委員児童委員協議会 23名、がじゅまるの家視察研修 

６月１４日 わらびの会第８１回運営員会 

６月１７日 わらびの会広報委員活動 

６月２１日 がじゅまるの家消防訓練 

６月２３日 一般社団法人沖縄県社会福祉士会 がじゅまるの家施設見学および座談会 

６月２８日 平成２４年度第１回病院ボランティア運営委員会参加 

７月 ４日 平成２４年度公衆衛生活動による母子保健強化（アフリカ地域）研修員９

人（JICA,看護協会受け入れ） がじゅまるの家施設見学 

７月 １日 わらびの会広報委員活動 

７月 ９日 第５０回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

７月１２日 南風原町長（城間安俊）表敬訪問・チャリティーコンサート会場黄金ホー

ル 

使用料免除願い要請 

７月１２日 わらびの会第８２回運営員会 

７月１７日 わらびの会だより７号編集委員会（第１回） 

７月１９日 チャリティーコンサート実行委員会（第１回） 

７月３０日 チャリティーコンサート実行委員会（第２回） 

８月 １日 FM レキオにてチャリティーコンサート広報収録 

８月 ２日 南風原町広報誌へ掲載依頼（チャリティーコンサートについて） 

８月 ２日 わらびの会だより７号編集委員会（第２回） 

８月 ９日 わらびの会第８３回運営員会 

８月１２日 わらびの会広報委員活動 

８月１３日 第５１回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

８月１８日 第１３期こども病院ボランティア養成講座開講（３１人受講） 

８月２１日 平成２４年度地域別研修「公衆衛生活動による母子保健強化（中南米地域）

（B）」 

           研修員（１０人）（JICA,看護協会受け入れ） がじゅまるの家施設見

学 



８月２３日 琉球新報社及び沖縄タイムス社へチャリティーコンサート告知依頼のため

訪問 

８月２９日 チャリティーコンサート実行委員会（第３回） 

８月２９日 沖縄タイムスほーむプラザ取材受ける 

９月 ３日 タイフーン fｍにて チャリティーコンサート広報収録  

９月 ７日 南風原中学校教頭（伊集先生）訪問（奥村愛さんヴァイオリン演奏につい

て） 

９月１０日 第５２回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

９月１１日 沖縄県かりゆし長寿大学校生３２人「がじゅまるの家」施設見学 

９月１３日 沖縄県かりゆし長寿大学校生３２人「がじゅまるの家」施設見学 

９月１３日 わらびの会第８４回運営員会 

９月２１日 奥村愛さん来沖、南風原中学校にてヴァイオリン演奏、南風原町長表敬訪

問 

９月２３日 こども医療支援のための愛のチャリティーコンサート開催 

９月２９日 第１３回 JHHH ネットワーク会議（東京）参加 （４人） 
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特定非営利活動法人 こども医療支援 わらびの会 定款 

 

   第１章 総則 

 

（名称） 

第１条 この法人の名称は、特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会とする。 

 

（事務所） 

第２条 この法人は、主たる事務所を沖縄県島尻郡南風原町字新川２７２番地１６に置く。 

 

   第２章 目的及び事業 

 

（目的） 

第３条 この法人は、病児やその家族が安心して治療が受けられるよう、その支援に関する事業

を行い、こどもの健全な育成と医療福祉の向上に寄与することを目的とする。 

 

（特定非営利活動の種類） 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次に掲げる種類の特定非営利活動を行う。 

 (1)  保健、医療又は福祉の増進を図る活動 

 (2)  子どもの健全育成を図る活動 

 

（事業） 

第５条 この法人は、第３条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 (1) 特定非営利活動に係る事業 

  ① 遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事業 

  ② 病院ボランティアに関する事業 

③ 広報事業 

④ その他、目的を達成するために必要な事業 



  (2)  その他の事業 

    ① 自動販売機による飲料水販売事業 

 

２ 前項第２号に掲げる事業は、同項第１号に掲げる事業に支障がない限り行うものとし、利益 

 を生じた場合は、同項第１号に掲げる事業に充てるものとする。 

 

   第３章 会員 

 

（種別） 

第６条 この法人の会員は次の３種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法（以下「法」と

いう。）上の社員とする。 

 (1)  正会員   この法人の目的に賛同して入会した個人及び団体 

 (2)  賛助会員  この法人の事業を賛助するために入会した個人及び団体 

 (3)  名誉会員  この法人の活動に功労があり、総会で認められた個人及び団体 

 

（入会） 

第７条 会員の入会については、特に条件を定めない。 

２ 会員として入会しようとする者は、理事長が別に定める入会申込書により理事長に申し込む

ものとし、理事長は、正当な理由がない限り、入会を認めなければならない。 

３ 理事長は、前項の者の入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって本人に

その旨を通知しなければならない。 

 

（会費） 

第８条 会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。 

 

（会員の資格の喪失） 

第９条 会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、その資格を喪失する。 

 (1)  退会届の提出をしたとき。 

 (2)  本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。 

 (3)  正当な理由なく会費を２年以上滞納し、相当の期間を定めて催告してもこれに応じず、

納入しないとき。 

 (4)  除名されたとき。 

 

（退会） 



第 10 条 会員は、理事長が別に定める退会届を理事長に提出して、任意に退会することができる。 

 

（除名） 

第 11 条 会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、これを除名するこ

とができる。この場合、その会員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければならない。 

 (1)  この定款等に違反したとき。 

 (2)  この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。 

 

（拠出金品の不返還） 

第 12 条 既納の会費その他の拠出金品は、返還しない。 

 

   第４章 役員等 

 

（種別及び定数） 

第 13 条 この法人に次の役員等を置く。 

 (1)  理事  １０人以上 ２０人以内 

 (2)  監事  ２人 

２ 理事のうち、１人を理事長、２人を副理事長とする。 

 

（選任等） 

第 14 条 理事及び監事は、総会において選任する。 

２ 理事長及び副理事長は、理事の互選とする。 

３ 役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者若しくは３親等以内の親族が１人を

超えて含まれ、又は当該役員並びにその配偶者及び３親等以内の親族が役員の総数の３分の１

を超えて含まれることになってはならない。 

４ 監事は、理事又はこの法人の職員を兼ねることができない。 

 

（職務） 

第 15 条 理事長は、この法人を代表し、その業務を総理する。 

２ 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故あるとき又は理事長が欠けたときは、理事長が

あらかじめ指名した順序によって、その職務を代行する。 

３ 理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び理事会の議決に基づき、この法人の業務を執

行する。 



４ 監事は、次に掲げる職務を行う。 

 (1)  理事の業務執行の状況を監査すること。 

 (2)  この法人の財産の状況を監査すること。 

 (3)  前２号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法令若

しくは定款に違反する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会又は所轄庁

に報告すること。 

 (4)  前号の報告をするため必要がある場合には、総会を招集すること。 

 (5)  理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理事に意見を述べ、又は理

事会の招集を請求すること。 

 

（任期等） 

第 16 条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠のため、又は増員によって就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者の任期

の残存期間とする。 

３ 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなけれ

ばならない。 

 

（欠員補充） 

第 17 条 理事又は監事のうち、その定数の３分の１を超える者が欠けたときは、遅滞なくこれを

補充しなければならない。 

 

（解任） 

第 18 条 役員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、これを解任するこ

とができる。この場合、その役員に対し、議決する前に弁明の機会を与えなければならない。 

 (1)  心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。 

 (2)  職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。 

 

（報酬等） 

第 19 条 役員は、その総数の３分の１以下の範囲内で報酬を受けることができる。 

２ 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。 

３ 前２項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。 

 

（顧問） 

第 20 条 この法人に顧問若干名を置くことができる。 



２ 顧問は、理事会の議決を経て理事長が委嘱する。 

３ 顧問は、理事長の諮問に応じ、理事会に出席して意見を述べることができる。 

４ 第１６条第１項及び第１８条の規定は、顧問についてこれを準用する。 

 

（職員） 

第 21 条 この法人に、事務局長その他の職員を置く。 

２ 職員は、理事長が任免する。 

３ 事務局の組織及び運営については、理事会の議決を経て、理事長が別に定める。 

   第５章 総会 

 

（種別） 

第 22 条 この法人の総会は、通常総会及び臨時総会の２種とする。 

 

（構成） 

第 23 条 総会は、正会員をもって構成する。 

 

（権能） 

第 24 条 総会は、以下の事項について議決する。 

 (1)  定款の変更 

 (2)  解散 

 (3)  合併 

 (4)  事業計画及び活動予算並びにその変更 

 (5)  事業報告及び活動決算 

 (6)  役員の選任又は解任、職務及び報酬 

 (7)  会費の額 

 (8)  借入金（その事業年度内の収入をもって償還する短期借入金を除く。第５１条において

同じ。）その他新たな義務の負担及び権利の放棄 

 (9)  その他運営に関する重要事項 

 

（開催） 

第 25 条 通常総会は、毎事業年度１回開催する。 

２ 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

 (1)  理事会が必要と認め招集の請求をしたとき。 

 (2)  正会員総数の５分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請



求があったとき。 

 (3)  第１５条第４項第４号の規定により、監事から招集があったとき。 

 

（招集） 

第 26 条 総会は、前条第２項第３号の場合を除き、理事長が招集する。 

２ 理事長は、前条第２項第１号及び第２号の規定による請求があったときは、その日から３０

日以内に臨時総会を招集しなければならない。 

３ 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面をもって、少

なくとも５日前までに通知しなければならない。 

 

（議長） 

第 27 条 総会の議長は、その総会において、出席した正会員の中から選任する。 

 

（定足数） 

第 28 条 総会は、正会員総数の２分の１以上の出席がなければ開会することができない。 

 

（議決） 

第 29 条 総会における議決事項は、第２６条第３項の規定によってあらかじめ通知した事項とす

る。 

２ 総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって決し、可

否同数のときは、議長の決するところによる。 

 

（表決権等） 

第 30 条 各正会員の表決権は、平等なるものとする。 

２ やむを得ない理由のため総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項について

書面をもって表決し、又は他の正会員を代理人として表決を委任することができる。 

３ 前項の規定により表決した正会員は、第２８条、第２９条第２項、第３１条第１項第２号及

び第５２条の適用については、総会に出席したものとみなす。 

４ 総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わることがで

きない。 

 

（議事録） 

第 31 条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

 (1)  日時及び場所 



 (2)  正会員総数及び出席者数（書面表決者又は表決委任者がある場合にあっては、その数を

付記すること。） 

 (3)  審議事項 

 (4)  議事の経過の概要及び議決の結果 

 (5)  議事録署名人の選任に関する事項 

２ 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２人以上が署名、押印しな

ければならない。 

 

   第６章 理事会 

 

（構成） 

第 32 条 理事会は、理事をもって構成する。 

 

（権能） 

第 33 条 理事会は、この定款で定めるもののほか、次の事項を議決する。 

 (1)  総会に付議すべき事項 

 (2)  総会の議決した事項の執行に関する事項 

 (3)  その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項 

 

（開催） 

第 34 条 理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。 

 (1)  理事長が必要と認めたとき。 

 (2)  理事総数の３分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請求

があったとき。 

 (3)  第１５条第４項第５号の規定により、監事から招集の請求があったとき。 

 

（招集） 

第 35 条 理事会は、理事長が招集する。 

２ 理事長は、前条第２号及び第３号の規定による請求があったときは、その日から３０日以内

に理事会を招集しなければならない。 

３ 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面をもって、

少なくとも５日前までに通知しなければならない。 

 

（議長） 



第 36 条 理事会の議長は、理事長がこれに当たる。 

 

（議決） 

第 37 条 理事会における議決事項は、第３５条第３項の規定によってあらかじめ通知した事項と

する。 

２ 理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

 

（表決権等） 

第 38 条 各理事の表決権は、平等なるものとする。 

２ やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項について

書面をもって表決することができる。 

３ 前項の規定により表決した理事は、次条第１項第２号の適用については、理事会に出席した

ものとみなす。 

４ 理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わることがで

きない。 

 

（議事録） 

第 39 条 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

 (1)  日時及び場所 

 (2)  理事総数、出席者数及び出席者氏名（書面表決者にあっては、その旨を付記するこ

と。） 

 (3)  審議事項 

 (4)  議事の経過の概要及び議決の結果 

 (5)  議事録署名人の選任に関する事項 

２ 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人２人以上が署名、押印しな

ければならない。 

 

   第７章 資産及び会計 

 

（資産の構成） 

第 40 条 この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。 

 (1)  設立当初の財産目録に記載された資産 

 (2)  会費 



 (3)  寄付金品 

 (4)  財産から生じる収益 

 (5)  事業に伴う収益 

 (6)  その他の収益 

 

（資産の区分） 

第 41 条 この法人の資産は、これを分けて特定非営利活動に係る事業に関する資産及びその他の

事業に関する資産の２種とする。 

（資産の管理） 

第 42 条 この法人の資産は、理事長が管理し、その方法は、理事会の議決を経て、理事長が別に

定める。 

 

（会計の原則） 

第 43 条 この法人の会計は、法第２７条各号に掲げる原則に従って行うものとする。 

 

（会計の区分） 

第 44 条 この法人の会計は、これを分けて特定非営利活動に係る事業に関する会計及びその他の

事業に関する会計の２種とする。 

 

（事業計画及び予算） 

第 45 条 この法人の事業計画及びこれに伴う活動予算は、理事長が作成し、総会の議決を経なけ

ればならない。 

 

（暫定予算） 

第 46 条 前条の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、理事長は、

理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ収益費用を講じることができ

る。 

２ 前項の収益費用は、新たに成立した予算の収益費用とみなす。 

 

（予備費の設定及び使用） 

第 47 条 予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けることができる。 

２ 予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければならない。 

 

（予算の追加及び更正） 



第 48 条 予算議決後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、既定予算の追加又

は更正をすることができる。 

 

（事業報告及び決算） 

第 49 条 この法人の事業報告書、活動計算書、貸借対照表及び財産目録等の決算に関する書類は、

毎事業年度終了後、速やかに、理事長が作成し、監事の監査を受け、総会の議決を経なければ

ならない。 

２ 決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。 

 

（事業年度） 

第 50 条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

（臨機の措置） 

第 51 条 予算をもって定めるもののほか、借入金の借入れその他新たな義務の負担をし、又は権

利の放棄をしようとするときは、総会の議決を経なければならない。 

 

   第８章 定款の変更、解散及び合併 

 

（定款の変更） 

第 52 条 この法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の４分の３以上の多

数による議決を経、かつ、法第２５条第３項に規定する軽微な事項を除いて所轄庁の認証を得

なければならない。 

 

（解散） 

第 53 条 この法人は、次に掲げる事由により解散する。 

 (1)  総会の決議 

 (2)  目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能 

 (3)  正会員の欠亡 

 (4)  合併 

 (5)  破産 

 (6)  所轄庁による設立の認証の取り消し 

２ 前項第１号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の４分の３以上の承諾を得

なければならない。 

３ 第１項第２号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。 



 

（残余財産の帰属） 

第 54 条 この法人が解散（合併又は破産による解散を除く）したときに残存する財産は、類似の

目的を持つ特定非営利活動法人のうち、総会で決定するものに譲渡するものとする。 

 

（合併） 

第 55 条 この法人が合併しようとするときは、総会において正会員総数の４分の３以上の議決を

経、かつ、所轄庁の認証を得なければならない。 

 

 

   第９章 公告の方法 

 

（公告の方法） 

第 56 条 この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載して行う。 

 

   第 10章 雑則 

 

（細則） 

第 57 条 この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、理事長がこれを定める。 

 

 

   附 則 

１ この定款は、この法人の成立の日から施行する。 

２ この法人の設立当初の役員は、次に掲げる者とする。 

 理事長   真栄田 篤彦 

 副理事長  宮城 雅也 

 同     親川 武司 

 理事    儀間 小夜子 

 同     上江洲 幸雄 

 同     真栄城 守信 

 同     谷口 曜子 

 同     上門 トシ子 

 同     城間 米子 



 同     岡崎 綾子 

 同     片倉 政人  

 同     田頭 妙子 

 同     玉城 よし子 

 同     當山 幸光 

 監事    新垣 剛 

 同     下地 寛一 

３ この法人の設立当初の役員の任期は、第１６条第１項の規定にかかわらず、成立の日から平

成１８年６月３０日までとする。 

４ この法人の設立当初の事業計画及び活動予算は、第４５条の規定にかかわらず、設立総会の

定めるところによるものとする。 

５ この法人の設立当初の事業年度は、第５０条の規定にかかわらず、成立の日から平成１８年

３月３１日までとする。 

６ この法人の設立当初の年会費は、第８条の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。 

 (1)  正会員  個人  2,000 円  団体  2,000 円（一口） 

 (2)  賛助会員 個人  5,000 円  団体 10,000 円 

 (3)  名誉会員       0 円 

 

７ この定款の変更は、平成 24年 6 月 1日から 施行する。 

 

 改訂履歴 

改定 No. 改訂年月日 改定内容 県認証日 

0001 平成 24年 6 月 1 日 事務所の移転に伴う第 2条の変更  

0002 平成 24 年 10 月 15 日 
改正特定非営利活動促進法の施行に

伴う変更 
 

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 この定款は現行の定款と相違ありません 

  平成２４年 ５ 月 ２８ 日 

   理 事 真栄田 篤彦   印 



【正会員　団体】

【正会員　個人】

大 城　芳 野 親 川　武 司 貝阿弥 ひとみ 上運天　逸 子

神 谷　　充 宜 保　勝 彦 儀 間　小夜子 久場川　牧 子

尚　　弘 子 城 間　米 子 新 里　吉 弘 末 吉　方 子

須 田　智 子 田 頭　妙 子 谷 口　曜 子 玉 城　盛 松   

玉 城　よし子 西 江　悦 子 比 嘉　美奈子 平田　小枝子

真栄城　正 美 真栄田　篤 彦 宮 城　稲 子 宮 城　　清

宮 城　雅 也 宮 里　公 江 屋比久　末 弘
※ 敬称略

【賛助会員　団体】

医療法人さくら会　アワセ第一医院 社会福祉法人 育泉福祉会

医療法人あかり会　いしはら小児科 大里こどもクリニック

大宮医院 社団法人 沖縄県歯科医師会

かおる小児科 株式会社　許田商会

医療法人伸びる会 ぐしけん小児科 宗教法人 照源寺

医療法人いちろ会 小児クリニックたまなは

那覇西クリニック 医療法人 もりクリニック

医療法人彩の会 やびく産婦人科・小児科

医療法人わらべの会 わんぱくクリニック

【賛助会員　個人】

安次嶺　馨 新 垣　安 子 新 崎　康 博 池 田　 譲
池 原　清 子 伊 澤　雅 子 石 川　博 一 泉 川　 寛

ご支援、ご協力に心より感謝申し上げます。

沖縄自閉症児者 親の会「まいわーるど」

沖縄訪問教育親の会

　財団法人 日本ダウン症協会 沖縄県支部

　社団法人 日本てんかん協会 沖縄県支部「波の会」

会員・賛助会員・ご寄付者
（平成２３年１０月 ～ 平成２４年９月）

沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」

沖縄ＬＤ児・者 親の会「はばたき」

骨形成不全友の会

沖縄県肢体不自由児者 父母の会連合会

全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

バクバクの会（人工呼吸器をつけた子の親の会）

沖縄県重症心身障害児（者）を守る会

沖縄小児発達センター 父母の会

　公益財団法人 がんの子どもを守る会 沖縄支部「のぞみ財団」

梅っこクラブ(排尿･排泄に問題を抱える子どもと親の会）



伊 禮　みどり 上 地　安 郁 上江洲 淳 子 上江洲 紀 子

【賛助会員　個人】

梅 澤　洋 子 浦 崎　敏 子 大 橋　容 子 大 屋 三千代
岡　 勇 次 郎 落 合　靖 男 加 藤　武 蔵 加 藤 真由美
儀 保　隆 男 金 城　僚 国 吉　 賢 国 吉　勲
クムザック 恵 小 池　和 代 小宮山 京 子 酒 井　一 彦
堺　 武 男 佐久本 貞 子 潮 平　朝 俊 鹿 谷　法 一
下 地　武 義 島 袋　なおみ 城 間　昇 新 里　邦 子
新 城　みちよ 竹 内　由 紀 健 山　幸 子 知 念　正 雄
土 屋　 誠 照 屋　靜 子 徳 門　正 美 長 嶺　由 治
仲 村 美佐子 中 村　礼 子 仲宗根 　正 仲 本　薫
西 平　守 孝 野 村　安 秀 比 嘉　文 子 平 田　清 子
譜久山 民 子 藤 村　真 弓 真境名 英 子 松 田　竹 広
宮 城　久 美 本 川　達 雄 屋 良　栄 作 與 座　初 美
吉 田　嗣 弘

※ 敬称略

【寄付によるご支援者：団体】

イオン琉球 株式会社（幸せの黄色いレシート キャンペーン）

カノンの会 COOKING JOY CLUB ひが小児科医院

かりゆし長寿大学校　火曜日コース 健康福祉学科(21健福会) 一同

こども医療センター 医局員一同 セカンドハーベスト・ジャパン

【寄付によるご支援者：個人】

安次嶺　馨 新 垣　健 栄 新 垣　 進 新 崎　康 博
有 川　満 江 池 原  興 保 池 原　茂 一 石 川　正 隆
今 井　敏 子 岩 佐　隆 章 上 里　朝 男 伊良皆 和弘・瑞樹
上江洲 淳 子 大 城　正 子 大 浜　用 克 翁 長　直 子
落 合　靖 男 小 禄　博 子 貝阿弥 ひとみ 嘉 数  清 美
垣 花 未市子 片 倉  政 人 喜久里 美也子 喜舎場 昌 代
岸 本  弘 子 金 城　裕 之 金城 幸政・ふじ代・かなん
具志堅 忠 子 国 吉　眞 隆 小 堂 日出男 佐久本 貞 子
鹿 谷　法 一 肆手盛 静 子 下 地　邦 明 座波 朝子・盛吉
新 垣　義 清 末 吉　方 子 高 良　幸 伸 田 頭　妙 子
竹之内 良 美 玉 城　盛 松   玉 城 よし子 田 村　康 夫
塚 田　葉 子 津 吉　正 行 照 屋  育 子 照 屋　治 枝
渡久地 イチエ 登野城 幸 子 中 川 智重子 長 嶺　高 行
中 村  高 士 仲 村 美佐子 中 山 三恵子 長濱 知加子・喜和子
名 城　時 子 西 江　悦 子 西 里 キクエ 比 嘉　康 裕
比屋根 直 美 平 岡　秀 康 平 田　辰 治 花木 ﾌﾟﾚｽﾄﾝ 優一郎
福 田 トヨ子 普久嶺 佳代子 藤 村　真 弓 冨名腰 義 裕
真栄里 滋 子 真栄城 正 美 真境名 英 子 前原 輝子・みどり
松 田　竹 広 宮 城　久 美 宮 平　葉 子 村 瀬　和 子
山 内 眞利子 山 城 雄一郎 与 儀 志摩子 吉 田　嗣 弘
与那嶺　 毅 島  袋  様 長  田  様
 他 匿名希望のみなさま ※ 敬称略

【寄贈によるご支援者：団体】 （わらびの会・ファミリーハウス「がじゅまるの家」物品等）

沖縄県難病相談・支援センター 認定NPO法人 アンビシャス



石嶺バプテスト教会
花王㈱ コーポレート コミュニケーション 部門・社会貢献部

【寄贈によるご支援者：団体】 （わらびの会・ファミリーハウス「がじゅまるの家」物品等）

嘉手納基地 下士官アカデミー生徒　有志一同
かりゆし長寿大学校　21健福会
沖縄県立 こども医療センター 小児科病棟
小児発達センター 父母の会 通所部
シルバー館
全国手話通訳問題研究会 沖縄支部
てぃんさぐの会（ファイザー製薬）
パーマハウス ココ
フードバンク ２ｈ（セカンドハーベスト）おきなわ … 食品の寄贈 35回

※ 敬称略

【寄贈によるご支援者：個人】 わらびの会（ファミリーハウス「がじゅまるの家」物品等）

東  静可 阿波根 美千子 安仁屋 久 乃 新 垣　秀 子
新 垣　安 子 池 原  興 保 伊 佐　久 枝 池 原 須賀子
石 川　博 一 石 原　朝 子 今 井　敏 子 伊 禮 みどり
上江洲 幸 雄 梅 澤　洋 子 大 城 香代子 大 城　芳 野
小 川 まちこ 奥 平　和 枝 奥 間　ゆかり 翁 長　直 子
貝阿弥 ひとみ 梶 原　早千江 勝 間  英 志 神 谷　 充
川 上 由美子 菅 野  和 恵 岸 本  祥 江 川満 清美・みゆみ
岸 本  晴 也 喜 瀬  さとみ 儀 間　小夜子 喜舎場  秀 一・昌代
金 城　まなみ 具志堅 忠 子 久 高  正 一 久手堅  倫 子
久 場　美由紀 久場川 弘 子 クムザック 恵 桑 江  義 満
桑 田  治 美 児 玉 美知子 小 堂 日出男 崎 間 えりか
佐久本 貞 子 佐 藤   修 鹿 谷　法 一 座波 朝子・盛吉
島 袋 なおみ 島 袋　伸 彦 下 地 加寿子 下 地　 幸
下 地　 秀 信 末 川　大 喜 須 田　智 子 新里 吉弘・恵子
平 良 るみ子 高 木　尊 史 高 橋　督 和 竹 内　由 紀
田 中　浩 美 谷 口　曜 子 田 場　幸 枝 竹之内 泰良・良美
玉代勢 幸 子 知 念　榮 子 津波古　勝 照 屋　恵 子
照 屋　靜 子 照 屋　治 枝 渡久地 イチエ 渡久地 成 子
徳 嶺　 清 徳 村　初 江 豊見本　長 勝 仲宗根 洋 子
仲 田　孝 子 仲 地　輝 美 長 堂　明 美 仲 間　雅 恵
長 嶺　律 子 中 山　三恵子 西 江　悦 子 長濱 知加子・喜和子
西 平　守 孝 野 村　敬 子 登 川　昌 枝 服 部 美貴子
羽 當 美代子 花 木　法 子 原 田　みさを 花城 解子・友之輔
比 嘉　高 茂 比 嘉　千恵美 平 田　小枝子 比嘉 健・美奈子・こころ
藤 村　真 弓 文 元　敏 子 真栄城　聡 子 又 吉　聖 子
松 本　 淳 宮 里　公 江 銘 苅　朝 尚 宮城 和徳・稲子
盛 田 三智子 山 城　 靖 山 田　琉 介 やまさき みゆき

吉 田　晶 子 綿 引　裕 子 和 山　通 年
 他 匿名希望のみなさま

※ 敬称略

【その他のご支援】

◉ 株式会社 沖電工 … ﾌｧﾐﾘｰﾊｳｽ「がじゅまるの家」の設備メンテナンス

◉ 沖縄電力株式会社 … おきでん対話旬間活動で 職員の皆さま（約40名）による



◉ 沖縄電力 株式会社 …「がじゅまるの家」屋内外の清掃

◉「フルール」（手作りボランティア）… 手づくりの品々をバザー用品等として提供

◉ わらびの会 広報チーム … ホームページやフェイスブックへの記事の更新



「県立 南部医療センター・こども医療センター」では、20 代～70 代の方々がボランティアとして 

活動しています。『病院ボランティアってなんだろう？』 知ることからはじめてみませんか？ 

 

主 催：NPO 法人 こども医療支援 わらびの会  
後 援：県立 南部医療センター・こども医療センター／社会福祉法人 沖縄県社会福祉協議会    

 
開催日時：平成 24 年 2 月 11 日（土）9 時～17 時 （昼食は各自で用意。売店・食堂もあります） 

開催会場：沖縄県立 南部医療センター・こども医療センター2 階 会議室 
（南風原町字新川 118-１  電話：098-888-0123）  

対 象 者：病院ボランティアを希望する方・病院ボランティアに関心のある方  
受 講 料：3,000 円（学生は 1,000 円） ※ 振込み手数料のご負担お願いします  

 【振込先：琉球銀行 本店 普通預金 １６４４６１ 口座名 NPO 法人こども医療支援 わらびの会】    

申込み方法：別紙申込書又は必要事項を記入して、メール、FAX・ハガキで下記へ送付 
 【必要事項：氏名・年令、職業、住所・連絡先(電話・FAX・e-mail )、応募の動機、ボランティア経験の有無】 

   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

申込み〆切：平成 24 年 1 月 31 日（火曜日）必 着 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
【申込み・問合せ先】 NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 事務局 

那覇市首里石嶺町 4 丁目 373－1 沖縄県総合福祉センター 西棟 2 階 

TEL＆FAX：098－888－6605   

E-mail：info@ warabinokai.org   http://www.warabinokai.org 

～ こども医療センターでの活動の様子 ～ 

  

◎ 病院ボランンティアとは Ü 看護の立場・きょうだいの支援から … 藤村 真弓（茨木キリスト教大学看護部教授） 

◎ 私たちが望むボランティア Ü 看護の立場から… 比嘉 清子（南部医療センター・こども医療センター ボランティアコーディネーター） 

                 Ü 医師の立場から… 嘉数 真理子（南部医療センター・こども医療センター 小児科医)  

◎ ボランティアに必要なマナー … 喜久里 美也子（NPO 法人 脳文庫 代表） 

◎ グループワーク＆まとめ Ü  … 先輩ボランティアと受講生全員 

～ 養成講座 受講の様子 ～ 

 

 

  ボランティア実習・登録（ 2/21（火）～2/24（金）1３:00～16:00 ＜4 日間のうちのいずれか 1 日＞） 

 『ボランティア登録』にあたって・・①「登録証」と ②「健康診断書」を こども医療センター 総務課へ提出 

③「ボランティア活動保険」（自己負担：280 円／年）へ加入。 

   以上の手続きで 『病院ボランティア登録』 となります。 

※ ボランティア活動の目安は ２～３時間／週１回(月～金曜) です 

 

講 座 の 内 容 

定員２５人 

小児病棟 盲導犬イベント 

 

 

～ 受講者の声 ～ 
 

 きょうだい支援を知り、病気の子どもだけではない
ことを知った 
 病院との連携をとりながらボランティア活動が行
われていることを知り、心強く感じた 
 いろんな視点からの意見を聞けてとてもよい機会
になりました 
 ボランティアが こどもと一緒に遊んでいることを
知った 

 小児外来 プレイルーム 

たなばた まつり 



「県立 南部医療センター・こども医療センター」では、20 代～70 代の方々がボランティアとして 

活動しています。『病院ボランティアってなんだろう？』 知ることからはじめてみませんか？ 

 
 

主 催：NPO 法人 こども医療支援 わらびの会  
後 援：県立 南部医療センター・こども医療センター／社会福祉法人 沖縄県社会福祉協議会    

開催日時：平成 24 年 8 月 18 日（土）9 時～17 時 （昼食は各自で用意。売店・食堂もあります） 

開催会場：沖縄県立 南部医療センター・こども医療センター2 階 会議室 
（南風原町字新川 118-１  電話：098-888-0123）  

対 象 者：病院ボランティアを希望する方・病院ボランティアに関心のある方  
受 講 料：3,000 円（学生は 1,000 円） ※ 振込み手数料のご負担お願いします  

 【振込先：琉球銀行 本店 普通預金 １６４４６１ 口座名 NPO 法人こども医療支援 わらびの会】    

申込み方法：別紙申込書又は必要事項を記入して、メール、FAX・ハガキで下記へ送付 
 【必要事項：氏名・年令、職業、住所・連絡先(電話・FAX・e-mail )、応募の動機、ボランティア経験の有無】 

   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

申込み〆切：平成 24 年 8 月 8 日（水曜日）必 着 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
【申込み・問合せ先】 NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 事務局 

南風原町字新川 272 番地 16 ファミリーハウス「がじゅまるの家」内 

TEL＆FAX：098－888－6605   

E-mail：info@ warabinokai.org   http://www.warabinokai.org 

=  こども医療センターでの活動の様子  = 

  

◎ 病院ボランンティアとは … 看護の立場・きょうだいの支援から … 藤村 真弓（茨木キリスト教大学 非常勤講師） 

◎ 私たちが望むボランティア … 看護の立場から… 仲村千枝子（南部医療センター・こども医療センター ボランティアコーディネーター） 

                   … 医師の立場から… 嘉数 真理子（南部医療センター・こども医療センター 小児科医)  

◎ ボランティアに必要なマナー … 喜久里 美也子（脳文庫 主宰） 

◎ グループワーク＆まとめ Ü  … 先輩ボランティアと受講生全員 

=  養成講座 受講の様子  = 

 

 

  ボランティア実習・登録（ 8/21（火）～8/24（金）1３:00～16:00 ＜4 日間のうちのいずれか 1 日＞） 

 『ボランティア登録』にあたって・・①「登録証」と ②「健康診断書」を こども医療センター 総務課へ提出 

③「ボランティア活動保険」へ加入（保険料 280 円／年：病院負担） 

   以上の手続きで 『病院ボランティア登録』 となります。 

※ ボランティア活動の目安は ２～３時間／週１回(月～金曜) です 

 

講 座 の 内 容 

定員２５人 

 

 
～ 第 12 期 受講者の声 ～   

 

 さまざまな分野の方との出逢いがあり、嬉しく思う 

 講師の方のお話も とても勉強になった 

 先輩ボランティアの方々の温かい雰囲気に安心した 

 今後 楽しみながら活動していけたら良いなと思う 
小児病棟 イベント 

たなばた まつり 

小児病棟 盲導犬イベント 



平成 24 年 3 月 13 日 

沖縄県議会 

議長 高嶺善伸 殿 
那覇市首里石嶺町 4-373-1 

沖縄県総合福祉センター西棟 2F 
ＮＰＯ法人 こども医療支援わらびの会 

理事長  真栄田篤彦 
電話 888-6605 

 

県立病院職員定数条例改正に関する陳情書 

 

謹啓 陽春の候、貴台におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

平素は、議会活動をとおして、県民の生活向上に取り組んでおられることに深く敬意と感謝を

申し上げます。 

 県民の期待を担った沖縄県立南部医療センター・こども医療センター（以下医療センター）

は、開院７年目を迎えようとしております。医師、看護師等、関係皆様方の時間を惜しまない

努力のおかげで高度救急医療、小児高度医療が充実し、救急患者や難病児等の多くの県民が救

われています。その他に医師研修、離島支援などにも貢献されており、大変感謝しています。 

しかしその反面、近年、県立病院の医師、看護師等スタッフの不足が大きな社会問題になっ

ています。離島や北部地域に限らず医療センターはじめとする本島内病院においても産婦人

科・内科・小児科、児童精神科医はじめ、臨床工学技士・臨床心理士・医療ソーシャルワーカ

ー等のコメディカル職の不足はきわめて深刻な事態となっております。また、そのような職種

の人材育成の中心としての役割も担わなくてはいけないと考えます。少子化対策が急務の中で

県民はこれからの医療に大変憂慮しております。現実は県内の高度医療、救急医療は危機的状

況に直面しているといわざるをえません。 

その主な要因となっているのが、医師・看護師・コメディカルの絶対的な不足であり、それ

は医師看護師等の確保の妨げになっている病院事業局職員の現行の定数条例にほかなりません。 

医師研修制度の拡充により優秀な医師が確保され、島嶼県である沖縄県の離島医療に県立病

院からの医師派遣制度の強化拡充は地域医療に多大な貢献をしています。しかし、その医師が

献身的に離島医療に尽くして後、さらなる研修を積み地域医療へと貢献を続けたくても本島内

県立病院に採用するだけの定数に余裕がないため、やむなく退職に追い込まれ、あるいは民間

医療機関へ行かざるを得ない状況や県外医療機関へ流れている現状もあり大変残念に思ってい

ます。初期臨床研修を終了しても、嘱託医として不安定な身分におかれるため退職に追い込ま

れ、貴重な人材を失うという悪循環を繰り返しています。私ども難病や重症のこどもをもつ患

者の会として、また、こども医療を支援する県民として絶対看過できません。 

県民は等しく安心し、健康で文化的な生活を送る権利を有しています。県立病院が担う政策

医療が充実して、はじめていつでも安心して病院にいくことができ、優秀なスタッフのもとに

必要な治療をうけ、健康な生活ができるのです。 

沖縄県の高度医療や救急救命医療の後退となる様な事態だけは決してあってはなりません。 

沖縄県民が安心し、何時でも必要な医療を受け、健康で幸せな生活を送ることができるように

私どもは次のことを陳情します。 



  

陳情事項 

１ 沖縄県病院職員定数条例を改定し、県立病院が離島医療や人材育成などの政策医療を継

続充実できるようにし、そして県民の医療福祉が十分に受けられるように、医師、看護

師・コメディカル等職員の定数を大幅に増員すること。 

 

以上 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 こども医療支援わらびの会 構成団体（１５団体） 

 

・ 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部 

・ 沖縄県重症心身障害(児)者を守る会 

・ 沖縄県聴覚障害児を持つ親の会 

・ 沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」 

・ 沖縄県ＬＤ児・者親の会「はばたき」 

・ 沖縄小児発達センター父母の会 

・ 沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会 

・ 沖縄自閉症児者親の会「まいわーるど」 

・ 沖縄訪問教育親の会 

・ （財）日本ダウン症協会沖縄県支部 

・ （財）がんの子どもを守る会沖縄県支部「のぞみ」 

・ （社）日本てんかん協会沖縄県支部 

・ 梅っこクラブ（排尿・排泄に問題をかかえる子どもと親の会） 

・ 骨形成不全友の会 

・ 人工呼吸器をつけた子の親の会（バクバクの会沖縄支部） 

 



「こども医療支援のための愛のチャリティーコンサート 
～ヴァイオリニスト奥村愛とともに～」を開催しました  

 

  

NPO 法人こども医療支援わらびの会 

理事  玉城 よし子 

 

愛のあいさつ、愛の喜び、愛の悲しみな

どの曲で始まったヴァイオリンの音は会

場の隅々まで響きわたり、聴衆に感動と励

まし、いのちの喜びを与えるものでした。 

 演奏は、ヴァイオリニスト奥村愛さんを

中心にして、県内の演奏家ピアノ・庭野佐

知子、ソプラノと司会・比嘉悦子、ピアノ・

百名香奈江、チェロ・城間恵、上原玲未、

ヴァイオリン・宮良美香、ヴィオラ・新垣

伊津子さんの７名が加わり１４曲からな

る愛に満ちた美しい名曲でした。 

奥村愛さんの演奏をはじめ、司会者はこ

ども医療支援への賛同を聴衆へ語りかけ、

想いを引き出す大きな力となりました。 

わらびの会では、コンサートを通して当

会の活動をより広く多くの皆さまに周知

し、ご理解とご支援をお願い致すべく、初

のクラシックチャリティコンサートとし

て開催致しました。 

企画・制作をして下さった「カノンの会」

代表・新垣安子さんは、主となる演奏者を

決める最初の段階から関って下さり、こど

も医療支援への熱い賛同の想いを持って

演奏者へも伝えつつ、音楽事務所・コンサ

ートイマジン社とヴァイオリニスト・奥村

愛さんへの依頼交渉調整、また、県内の演

奏家の皆様との依頼調整をはじめ、曲目選

定やプログラム作成など大きな力添えを

して下さいました。 

 

 

 

「わらびの会」は本年、住所を南風原町

新川に移しました。県立南部医療センタ

ー・こども医療センター東側歩いて 5 分の

ところです。折しも、南風原町立中央公民

館「黄金ホール」は、昨年 10 月にオープ

ンしたところでしたので、本会が南風原町

住民になったことと、町内の施設「黄金ホ

ール」を使うことに依り周知の役が果たせ

るのではとの思いから会場は同ホールと

決められました。地元・南風原町、南風原

町教育委員会が、また、沖縄県保健医療福

祉事業団が共催者としてご尽力下さいま

した。 

多くのご後援と、開催支援のための広告

も 119 件に上りました。 

コンサート当日の会場は、好天候も味方

して予想の入りであり、ロビーでのヴォラ

ンティアグループ「フル―ル」のミニショ

ップも好評でした。多くのボランティア

（60 名余）さんのご協力も感謝でした－

駐車場係は炎天下で本当にお疲れ様―台

風１６号と１７号との間の好天でした。 

こども医療支援の輪が広がること、新た

な活動へ向けての資金造成のためのコン

サート企画は、所期の目的を達成すること

ができました。しかし、こども医療支援の

輪はいま緒に入ったところです。今後ます

ます広がり、子どもたちの未来が希望に満

ちたものとなるように継続して励み、支援

していきたい思いでいっぱいです。 



 
ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会 

    〒901-1105 沖縄県島尻郡南風原町字新川 272-16 （ＴＥＬ＆ＦＡＸ 098-888-6605）  
   Ｅ-mail info@warabinokai.org  ホームページ：http://www.warabinokai.org 

 
   

こども医療支援のための愛のチャリティーコンサート 
 ～ヴァイオリニスト奥村愛さんとともに～ （趣意書） 

 
ＮＰＯ法人 こども医療支援 わらびの会 

理事長 真栄田 篤彦 
 

「もし沖縄県にもこども病院があれば、どんな難病のこどもでも県内で手術や治療を受けることがで

きるのに・・・」という病児を抱えた親たちの切実な願いは、こども病院建設の運動を展開し、県民２

０万人近くの署名の後押しを得て、２００６年に念願の「沖縄県立南部医療センター・こども医療セン

ター」ができ、その２年後にファミリーハウス「がじゅまるの家」が開所しました。 
ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会は、この運動に関わる１６の障がい児者団体で構成し、小児医

療の支援と医療福祉の向上に寄与することを目的に平成１７年に設立されました。 
多くの皆さまのご理解によるご支援とご協力をいただき、病院ボランティアの養成と離島や遠方から

の病児家族のための滞在施設ファミリーハウス「がじゅまるの家」の受託運営を行っております。 
これまでの活動に加え、平成２４年度は、新たな活動「遠隔地病児のきょうだい預かり保育」も計画

しております。しかしながら、新たな活動の展開をするには、主に会員会費とご寄付に支えられている

当会財政では厳しく、更なる資金造成が必要です。 
この度、当会活動をより多くの皆さまに周知ご理解頂き、ご支援をお願い致したく、国内外で多彩な

活躍をされているヴァイオリニストの奥村愛さんをお迎えしてチャリティーコンサートを開催すること

に致しました。 
つきましては、本チャリティーコンサート開催趣旨にご理解ご賛同いただき、皆様のご支援ご協力を

賜りたく、謹んでお願い申し上げます。 
記 
 

日 時：平成２４年９月２３日（日）   

    午後３時 開演 （午後２時 受付） 

会 場：南風原町立 中央公民館 黄金
く が に

ホール 

入場料：一般３,０００円     小・中・高生１,０００円 

主 催：ＮＰＯ法人 こども医療支援 わらびの会 

共 催：南風原町、南風原町教育委員会、財団法人沖縄県保健医療福祉事業団 

後 援：沖縄県、沖縄県教育委員会、社会福祉法人沖縄県社会福祉協議会、社会福祉法人南風

原町社会福祉協議会、社団法人沖縄県医師会、社団法人那覇市医師会、社団法人沖縄

県薬剤師会、公益社団法人小児保健協会、公益社団法人沖縄県看護協会、社団法人沖縄

県私立保育園連盟、社団法人沖縄県母子寡婦福祉連合会、公益財団法人日本青年会議

所沖縄地区協議会、株式会社琉球新報社、株式会社沖縄タイムス社、ＮＨＫ沖縄放送

局、株式会社琉球放送、琉球朝日放送株式会社、沖縄テレビ放送株式会社、沖縄ケー

ブルネットワーク株式会社、株式会社ラジオ沖縄、株式会社エフエム沖縄、タイフー

ンｆｍ、琉球フィルハーモニー管弦楽団 



　　私たちも 「わらびの会」活動を支援しています

味　処

仲 眞 司 法 書 士 事 務 所

蘭 動 物 病 院

沖縄ふそう自動車株式会社 沖 縄 バ ス 株 式 会 社

う え は ら 小 児 科 医 院

安 謝 小 児 ク リ ニ ッ ク ア ワ セ 第 一 医 院

松 川 内 科 小 児 科 医 院 ぐ し こ ど も ク リ ニ ッ ク

形 成 外 科 Ｋ   Ｃ

有限会社 オリンピア運動具店

松 山 歯 科 あ サ ウ ン ド ス ピ カ

ク イ ー ン スト ア 伊 祖 店

六 姉 妹 会 あ

首里高校 11期竹  馬  会

ユ キ デ ン タ ル オ フ ィ ス

有 限 会 社 南 栄 自 動 車 上 原 商 店 あ

(八重瀬町)

比 嘉 健 (北谷町) 石 川 博 一 (那覇市)

　沖縄そば 居酒屋  大 　　吉 　串  乃  庄

仲 眞 功 浩 (中城村) 與那覇 朝正 (中城村) 

上江洲 幸雄 (八重瀬町) 上江洲 淳子

株 式 会 社 許 田 商 会

社団法人 沖縄県私立保育園連盟

社会福祉法人 輝翔福祉会

当 山 美 容 形 成 外 科

豆 の 木 ク リ ニ ッ ク

も り ク リ ニ ッ ク

ゆ い ク リ ニ ッ ク

玉 城 フ ァ ミ リ ー

  カラオケスタジオ ｆ ｕ ｎ 手作りボランティア  フルール

大 里 こ ど も ク リ ニ ッ ク

沖 縄 電 力 株 式 会 社

し ろ ま 小 児 科 医 院 か お る 小 児 科

社会福祉法人 育泉福祉会

株式会社 人材派遣センター オキナワ

仲 松 司 法 書 士 事 務 所

あ に も 調 剤 薬 局

やびく産婦人科・小児科

社団法人 沖縄県薬剤師会

わ ん ぱ く ク リ ニ ッ ク 西 町 ク リ ニ ッ ク

並 河 弘 子 (西原町) 又吉 美智子 (与那原町)

奥 間 章 夫 (中城村) 儀間 恵美子 (中城村)

伊 佐 盛 好 (中城村) 呉 屋 幸 和 (中城村)

太 田 照 子 (沖縄市) 普 天 間 武 男 (南上原)

比 嘉 千 春 (チェリスト) 喜久里美也子 (那覇市)

崎 間 寛 良 (石嶺町) 阿 波 連 直 子 (公務員)

金城 亀助・キミ子 (那覇市) 金 城 明 子 (保育士)

南 風 運 送 ㈱ 金 城 正 光  具志堅 浩・和美・翔哉・あすか

真栄城 守信・正美 (八重瀬町) 大 城 芳 野 (沖縄キリスト教学院大学)



   他 匿名希望の方々がいらっしゃいます ※ 順不同・敬称略  

病児やその家族が安心して十分な医療が受けられるように、その支援の輪がさらに広がって

欲しいと願い、チャリティーコンサートを企画しました。この趣旨に賛同いただいた南風原町、

南風原町教育委員会はじめ、多くの皆さまのご協力により本日のコンサートが実現しました。

心から感謝申し上げます。

　本コンサートの企画・制作を担って下さいましたカノンの会様、音楽事務所のコンサート

イマジン様、ヴァイオリスト奥村愛様、司会と歌の比嘉悦子様、ピアノの庭野佐知子様と百名

加奈江様、ヴァイオリンの宮良美香様、ヴィオラの新垣伊津子様、チェロの城間恵様と上原

玲未様、ならびに練習場を提供していただきましたサウンドスピカ様、コンサート告知を掲載

頂きました沖縄タイムス社・琉球新報社、広報にご協力頂いたコミュニティーFM放送局、協賛

広告をお寄せ下さった多くの皆さま、印刷の光文堂コミュニケーションズ、本日 ご来場ください

ました皆様、そして、開催へ向け諸準備にお力をいただいたボランティアの皆様に重ねてお礼

申しあげます。ありがとうございました。

(カノンの会・豊見城市)

平 良 ル リ 子 (カノンの会・宮古島市) 平 井 洋 子 (カノンの会・南城市)

2012年9月23日

宮 城 文 代 (カノンの会・宜野湾市) 河 田 征 夫

加 藤 久 子  (歴史研究家・横浜) 新 垣 星 子 (カノンの会・那覇市)

大 城 和 枝 (カノンの会・浦添市) 照 屋 靜 子 (カノンの会・浦添市)

  自家製麺そば・てぃーらぐわぁ（南城市新開）  丸よしそば（与那原町・国道331号沿い）

みどりの家（花とカフェ/南城市新開） くに旅行サービス （知念高校前）

諸見里 道浩・明子 (那覇市首里) 野 薔 薇 の 会 （庭野佐知子）

下 地 克 子 (NPO法人マーズ所長) 大 嶺 徳 子 (福祉法人起産石川)

ｵﾘｼﾞﾅﾙ ﾌｧｯｼｮﾝ 詩麻 島袋なおみ  沖縄タイムス 馬天販売店 富盛榮彦

平 田 嗣 弘 (福祉法人理事長) 平 田 聖 人 (相談支援員)

(語学講師)

宮 里 友 梨 (埼玉県) 大 城 全 保 (会社員)

瑞 慶 覧 長 敏  (衆議院議員) 瑞 慶 覧 陽 子

貝阿弥ひとみ (宜野湾市) 貝阿弥 直子 (宜野湾市)

宜 保 勝 彦 (宜野湾市) 宜 保 正 嘉 (宜野湾市)

奥 間 幹 夫 (那覇市) 奥 間 敦 彦 (那覇市)

谷口 由希子 (那覇市) 谷 口 史 朗 (那覇市)　

 しかたに自然案内 (南城市) 田 頭 妙 子 (心臓病の子どもを守る会)

金 城 芳 秀 大 迫 斉 ・ 佳 子

杉 尾 幸 司 (那覇市) 佐 藤 寛 之

なは女性センター スタッフ一同   那覇市臨時・非常勤職員 労働組合

金 城 二 美 (那覇市)　 NPO法人おきなわCAPセンター　　

宮 平 の り 子 (那覇市議会 議員) 下 地 ト シ オ  (那覇市議会 議員)

ケアステーション あゆむ 児童デイサービス あゆむ

石 原 龍 治 (いしはら小児科医師) 山 内 昌 紀 (産婦人科医)

****** ご協力ありがとうございました ******



スタッフ一同

NPO法人 こども医療支援 わらびの会
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1. がじゅまるの家 紹介 ‥‥‥ 

「ウチナー紀聞」テレビ放映概要 他  

 

２．新 聞 記 事 

 

 

 

 



おきでん 百添アワー「ウチナー紀聞」第 655 章 
平成 24 年 1 月 8 日放映 

ファミリーハウス がじゅまるの家 

 

【番組内容】 

県立南部医療センター・こども医療センター近くにある「がじゅまるの家」は、入院治

療を受ける子どもやその家族、そして、妊婦さんが格安で宿泊できるファミリーハウスで

す。その存在は、いざという時のためのセイフティーネットという意味で“県民の財産”。 
「がじゅまるの家」利用者の生の声、施設を支えるボランティアの方々の活動を通して、

その在り方、意義を紹介します。 
 
 



ウチナー紀聞 ファミリーハウス「がじゅまるの家」テレビ放映の概要 
 

 

梅っこクラブ 代表 川上 由美子 

 

平成 24 年１月８日、琉球放送テレビの沖縄

電力提供番組「ウチナー紀聞」第６５５章

にて、ファミリーハウス「がじゅまるの家」

が放送され、ハウスの日常を紹介していた

だきました。 

 「ウチナー紀聞」は、沖縄電力が提供す

る番組で、沖縄の文化・歴史・自然・人な

どを「沖縄の財産」として県民にお伝えす

る番組です。 

 番組では、ファミリーハウス「がじゅま

るの家」の設立のいきさつ、病児家族のた

めの滞在施設「がじゅまるの家」をどうし

て一般の方に理解してほしいのかを、ハウ

ス利用者の声や利用者を支えるスタッフの

様子、たくさんのボランティアさんたちの

活動、わらびの会理事長の真栄田篤彦・わ

らびの会事務局長の儀間小夜子・こども医

療センターの宮城雅也医師の話を通して、

理解してほしい理由と、またその必要性に

ついて伝えていただきました。 

 ハウスの利用者からは、「第２の家」、「リ

ラックスでき、いつでもそばに誰かがいて

くれる」、「病院の近くにあるのでいつ何か

あっても安心」、「早朝や遅い時間でも家族

のように出迎えや送り出しをしてくれる」、

「家庭的でリフレッシュでき、すごく休め

る」、「スタッフはいろいろな相談にものっ

てくれる頼もしい存在」などの声とともに、

２４時間体制でいつでもスタッフがいるこ

とでの安心感や、清潔な環境でリラックス

できること、何かあってもすぐに病院に駆

け付けられるという立地の良さが伝えられ

ました。 

 ハウススタッフからは、「第２の家なので、

我が家同様にハウス利用者が気持ちよく過

ごせるように心がけている」、「初めはどう

利用者と接すればよいかわからず悩んでい

たが、自分にできることをやればよいと分

かってきた。常に前向きな気持ちをもって

接するようにしている」、「利用者にはこち

らから声をかけるようにしている」など、

ハウススタッフはいつもハウス利用者を一

番に考え、第２の家であってほしいという

思いで気持ち良く過ごせる環境を心掛けて

いる様子が伝えられました。 

ハウスボランティアさんたちは「スタッ

フ同様にハウス利用者を癒したいとの思い

をもっている」、「ボランティアをすること

が楽しいし、役に立てる」など楽しみなが

ら活動を続けている様子が紹介されました。 

他にもハウスへの支援では、企業や個人

によるハウス清掃ボランティア、週１回の

手作りボランティア、沖縄カトリック高校

の生徒さんによる清掃と壁画ボランティア、

沖縄工業高校建築科の生徒さんからの作品

の寄贈、フードバンクさんからの食料品の

支援、沖縄県難病相談支援センターアンビ

シャスさんからの折鶴の寄贈など、全国の

方々から善意の寄付・寄贈が届き、ハウス

利用者を陰ながら支えている様子が伝えら

れました。 

 



「がじゅまるの家」で活動するボランテ

ィアさんの他にも病院ボランティアさんの

活動の様子も伝えられ、「病院でも、ハウス

でも病児を抱える家族に寄り添っていきた

い」と、病院とハウス、ボランティアさん

が一丸となって病児とその家族を支えてい

る様子を伝えていただきました。 

ボランティアには目に見える形だけでな

く、目に見えない形でもたくさんあり、特

に特技がなくても、笑顔で寄り添って傍に

いるだけでも良い事ともっとたくさんの方

にボランティアに携わってほしいというこ

とも伝えていただきました。 

 わらびの会理事長の真栄田篤彦とわらび

の会事務局長の儀間小夜子からは、離島・

遠隔地からの病児とその家族に精神的な安

らぎを与えるための「がじゅまるの家」の

必要性と存在意義が述べられ、また、こど

も医療センターの宮城雅也医師からは、入

院治療を受ける子どもの成長にとって、地

域の方やボランティアさんと接することの

大切さを話していただきました。 

 番組では最後に「がじゅまるの家」には、

日本各地からのハウス利用者に２４時間体

制で寄り添い支えるハウススタッフ、とも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に支えるボランティアさん、そして陰なが

ら支えて下さる多くの寄付・寄贈者の方々

がおられ、そこには良いサイクルが生まれ

ていること。この活動を継続していくため

には、県民の皆さんに広く理解いただき、

支援の輪をもっと広げていきたいというメ

ッセージが込められていることが伝えられ

ました。 

 放送を機に、「遠隔地からの病児とその家

族のための滞在施設の存在を知らなかった

ので、応援したい」、「活動内容を知り感動

した、支援したい」と県民からだけでなく、

嘉手納基地下士官アカデミーの有志の方々

からも善意の寄贈が相次ぎ、大きな反響が

得られました。 

 「がじゅまるの家」は、（財）沖縄県保健

医療福祉事業団より運営を受託しています

が、さらにボランティアや多くの方々に支

えていただき運営されています。活動を続

けるためには、皆さまからのご支援が必要

です。これからもご支援ご協力よろしくお

願い申し上げます。 

 

 

 

写真 挿入 

 



【お問い合わせ先】 

NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 事務局 

     〒901-1105 沖縄県島尻郡南風原町字新川２７２－１６ 

     電話＆ファックス：０９８－８８８－６６０５ 

 

賛助会員への入会とご寄付のお願い 

  

ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会は、病院ボランティアの養成と活動の支援、

遠方からの病児とその家族のための滞在施設ファミリーハウス「がじゅまるの家」の

受託運営事業を通して、こども医療への支援を行っています。これらの活動経費は、

主に当会の趣旨にご賛同いただいた方々からの会費とご寄付により賄われています。

今後も、病児とその家族への支援活動を継続していけるよう、皆様からのご支援ご協

力をお願い申し上げます。 

 

 賛助会員（当会の会誌、活動報告書等お送りします。） 

        個人会員 ：  ５，０００円 ／ 年  

団体会員 ： １０，０００円 ／ 年 

 

 ご寄付によるご支援をお願いします。  

 

   お手数ですが、下記 郵便振替口座へお振り込みをお願い申し上げます。 

振込手数料は、恐縮ですが各自ご負担お願い致します。 

 

  

≪ 振 込 先 ≫  

郵便振替 （払込取扱票をご利用ください） 

    口座番号：０１７２０－５－８４８２５ 

    加入者名：特非 こども医療支援 わらびの会 
 

   ※ 通信欄に、ご支援の内容（「賛助会費」または「寄付」）の明記を 

お願いします。 
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編集後記 

 「NPO 法人こども医療支援 わらびの会」の活動は７年目になりました。当会の主事

業の一つ、ファミリーハウス「がじゅまるの家」の受託運営も順調に推移し、開所以来

４年間で延べ約 19,000 人の方に利用いただいています。利用者からは大変好評を得て

います。わらびの会役員および、がじゅまるの家のスタッフは、今後も利用者の皆さん

が安心して滞在して頂けるよう日々努力して参りたいと存じます。 

 また、今年度から新しい取り組みとして「公益財団法人みらいファンド沖縄」のご支

援により「遠隔地病児のきょうだい預かり保育」を始めました。更に今年 9 月 23 日に

は、当会活動を理解・周知いただき、こども医療支援の輪が広がることを願い、併せて

活動資金造成も兼ねた「こども医療支援のための愛のチャリティーコンサート」をカノ

ンの会、南風原町・同教育委員会、沖縄県・同教育委員会など多くの団体・会社・個人

のご協力により成功させることができました。大変ありがとうございました。 

 今号は従来通りの 1 年間の活動報告と新たな取り組みの掲載を致しました。多方面に

亘り、多くの皆さまからご支援ご協力いただきました。心から感謝申し上げます。 

 

わらびの会だより 7 号 編集委員：上江洲幸雄、川上由美子 

                  事務局： 儀間小夜子、久場川牧子、西江悦子 
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